
みん
けん
てん

県南事務所
〒700-0822 岡山市北区表町1丁目4-64 上之町ビル3階
☎086-206-6140

県北事務所
〒708-0886 津山市昭和町1丁目19 アサヒビル2階
☎070-3775-8356

県南・県北共通
F A X 086-206-6143
MAIL npominken@gmail.com
WEB http://www.npominken.jp/

特定非営利活動法人 みんなの集落研究所

WEBSITE Facebook

2 0 2 3 年 4 月  発 行

み

ん
なの
集落

研究
所設立１０周年記念誌

特定非営利活動法人

みんなの集落研究所



01 02

ごあいさつ

　みんなの集落研究所の10周年記念冊子を手に取っ

てくださり、ありがとうございます。2012年12月に設

立総会を開催し、2013年4月に設立登記をしてから丸

10年を迎えることができました。企業でも10年生き残

るのは難しいと言われる中で、ある意味でベンチャー

（冒険的）なこの組織がこれまで事業を継続してこれ

たこと、これもひとえに支えてくださった皆様のお陰

です。本当にありがとうございます。

　設立当時は勿論のこと、おそらく現在でも完全に民

間主体で地域組織の支援に特化して事業活動を行っ

ている組織は全国でも珍しいかと思います。シンクタ

ンクとして取り組んでいるのはさらに少なく、おそらく

当組織だけなのではないかと思います。そうした意味

でこの10年は暗中模索の日々でもありました。月日は

過ぎてしまえばあっという間ですが、一つ一つ思い起

こしていくと、決して順風満帆ではなかったなと思いま

す。設立当初、想定していた事業ができなかったこと

や、代表者としてだけでなく組織の精神を象徴する存

在であった岡本代表の逝去。職員体制においても、今

では首席研究員の阿部を含めて８人の研究員・調査員

などの職員に支えていただいていますが、当初は私と

阿部以外はアルバイトのみからはじまり、最初の常勤

職員を得て事業を広げ、またその後、様々なキャリア

を持つ方に職員として関わっていただきましたが、な

かなか定着しないことに悩んだ時期もありました。組

織面だけでなく事業面でも、当初の話どおりには進ま

ないことや様々な壁にも突き当たりながら歩んできま

した。しかしながら、そうして組織面でも事業面でも、

一つ一つ突きつけられてきたことに対して話し合い、

知恵を出し合いながら向かってきたことがこの10年積

み重なる中で、みんなの集落研究所の「らしさ」とも言

える地域への向き合い方、事業の在り方、働く姿勢や

役割、実際の体制や業務のすすめ方を形作ってきたと

思います。そうしてこの10年で皆様の支えで得てきた

ことを、本冊子で少しでも共有できれば幸いです。

　もう一つだけ思い出話をさせていただくと、本組織

を立ち上げる直接的なきっかけは本冊子・阿部のイン

タビューにあるとおりですが、私個人の最初のきっか

けは、やはり岡本会長（初代みんけん代表者）との出

会いでした。あれは確か、指定管理に取り組む県内の

NPOによる会合に補助として参加したときです。その

日の議論が行政との契約についての話に終始する中、

そこに参加していた岡本会長が「地域ではそんなこと

を言ってられない。中身の議論ではないのか」という

趣旨のことを発言し、離席をされました。「これはいか

ん」とひとりその後を追ってエレベーターの前でお話

をし、あらためて合併によって大きく変わってきた地

域の状況、その中で住民主体の取り組みの重要性、続

けるための事業化の大切さなど今に通じるお話をした

ことを覚えています。この時の10数分間が無ければ、

おそらくこのみんなの集落研究所を組織として設立す

ることを、阿部や設立当時の評議員の皆さんに提案し

なかったと思います。その岡本会長が2012年12月の

設立総会で、これまでの活動からみんなの集落研究

所の必要性を話した最後のスライドに、私たちの「目

指すもの」をこう書かれています。「生まれ育った場所

は、人知れず愛着があります。僻地・辺地・山奥の中

山間地でも、そこで暮らしていけると言う安心感と希

望を…」この「…」をどう少しでも実現するか、具体化

するか。それがこれからも変わらず、私たちの役割であ

り使命です。あらためましてこの10年ありがとうござい

ました。そしてこれからの10年も、どうぞよろしくお願

いいたします。

石 原  達 也

特定非営利活動法人みんなの集落研究所
代表執行役

NPO法人みんなの集落研究所
設立10周年記念誌

ごあいさつ

記念対談

　　①佐藤 　満 × 石原 達也

　　②深尾 昌峰 × 小野 賢也 ＋ 石原 達也

　　③久常 宏栄 × 三村 雅彦

事業年表（2013〜2022年度）

数字で見るみんけんの10年

みんけん首席研究員・阿部典子インタビュー

みんけん第10期 記念行事開催

　　記念シンポジウム

　　みんけん執行役 公開座談会

みんけん10年間の活動サマリー

　　・住民アンケートの実施による主体づくり

　　・小規模多機能自治の推進

　　・津山地域支援員派遣・住民自治協議会支援

　　・地域自治組織制度づくり及び地域自治組織立ち上げ支援業務

　　・小さな拠点の形成にかかる地域主体と体制の構築

　　・新しい介護予防・日常生活総合支援事業の導入に向けた支援（2015年度）

　　・新しい介護予防・日常生活総合支援事業の導入に向けた支援（2016年度）

　　・新総合事業への移行による地域包括ケアの仕組みづくり

　　・生活支援コーディネーターに求められる役割

　　・災害時におけるコミュニティナースの活動

　　・地域資源(特産品・環境)を売るためのマッチング

　　・自治体における高校地域コーディネーターの意義

　　・地域おこし協力隊導入に関する支援

　　・地域おこし協力隊のネットワークと支援

　　・地域おこし協力隊ネットワーク会議の設立支援事業について

　　・支援手法の確立と支援者の学びあいについて

　　・地域運営組織と空き家の活用について

　　・集落大図鑑の発行

　　・発行物など

みんけんスタッフ紹介

設立10周年に寄せて・メッセージ
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ど、地 域では福祉事業だと思ってやっているんじゃない
かな。

そこが定年世代だと無償の福祉で出来ると思うんですが、
それがだんだんと年代が下がっていくとどうなるのか。

継 続するためには 、お 金を回していかないといけない
が、市場原理主義的な風潮が席巻している中で、それと
は違う空間でコミュニティを大事にし、コモンズ的な空
間をつくりだせば、ウェルビーイングは高まるし、必要な
お金は回るはずです。生活の現場である地域だから、そ
れを作っていくことができるんじゃないかな。

つまり林業とか農業も同じで、現在の農村RMOが進んで
いくと、例えば 地 域 主体 で農 業 法 人を作って事 業を行
う。要は公共事業みたいなものの概念がもっと民間に広
がるということなのかなと。地 域で暮らしを建てるため
に空き家を改修して移住者に提供する。これは行政職員
でも同じような仕事をしている人もいると思います。地
域を維持するために、そうした取り組みを行う。地 域で
作り出していく仕事が新しい公共事業というか公的な仕
事みたいになっていくっていうことなのかなと。

行政の仕事というのは、国からの縦割りで降りてくる仕
事をこなさなければならない部分もあり、職員の仕事と
してそこまで考えて取 組むことがとかくできなくなって
いる。こうした中で必要なのは中間支援組織だと思って

石原

て、そこをカバーしていくための役割がより強くなってき
ていて、生活に直 結している地 域自主 組 織に近い側に
寄り添っていく。それを行政は協働のパートナーとして
支えていかないと、自治体全体が疲弊だけしていくんだ
ろうなと。

行政原理からは離れているけど公共的な仕事。NPOも
そうしたものだと思っていますが、とはいえまだまだ補
完 的と言うか。ともす れ ば「 好 きなことをしてるんで
しょ」と思われるところもあった。でも、この地 域自主
組 織の取 組などはより公益的です。その存 在により地
域が守られている。そうなると、より行政側も対等なも
のとして取り扱わなくてはいけなくなるんではないかと
思います。それを支援する中間支援も含めて。

暮らしに寄った中間支援組織の必要性

今までは行政側で言えば、農 地なら農 業 委員会、福 祉
なら社会福祉協議会があって、当然有効な活動をこれ
までしてきて役割を果たしてきた。だけど、今のこの状
況になってくると農 業も福 祉も現 場ではごちゃまぜに
なっている。そうなると、そのごちゃまぜをごちゃまぜで
扱える地域自主組織に寄り添う中間支援組織が必要に
なってくる。縦割りの制度や施策では超えていけない。
そこを越境していける存在が必要です。
普段は農業委員や社会福祉協議会で働いている人も夜
に帰れば地 域の一員なわけで、みんなが立場を超えて
地 域から考えていかないといけない。それが地 域自主
組 織です。そのためにも、地 域のコミュニティにプラス
して、「越境」できる中間支援組織があると強いと思い
ます。

これから地域の人としての仕事と、生活と生業を立てる
ための仕事と両方やってるような人が増えるっていうこ
とですかね。

まさにダブルワークです。そこから「越境」してくる行政
職員がでてくるのも期待したい。

確かに副業と言う中に、そうしたあり方も増えていきそ
うですね。公務員さんの兼業などの話もありますが、そ
れもあり方の一つですね。
今日のお話で、新しいダブルワークや公共 事 業のあり
方、そしてコモンズがこれからのキーワードになるなと
感じました。今後も引き続き、議論させてください。

※2030年問題：日本が抱える少子高齢化・人口減少が
さらに進行することにより、2030年ごろに表面化が予
想されるさまざまな社 会問題を総称する言葉 。特に生
産 年齢人口の減少により、人手 不足が深刻化し、国内
市場の縮小、日本経済の成長力の低下が危惧される。
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2030年問題が近づく中で

ここ最近、地域の危機度に関するステージが変わってき
たことを感じています。2030年問題（※）と言われます
が、私たちの暮らす中国地方はもっと早い。例えば、ここ
数年少し関わらせていただいている広島の神 石高原町
は高齢化率が50%を超えてます。これが広がっていくと
なると自治体も職員が減っていくし、なかなか地域の課
題に手が回らない。その中で、国も、それこそ農村RMO
もそうだと思うんですけど、これまで以上に地域組 織に
様々な課題 対応をやっていただくということにどんどん
シフトしていると感じます。農業、交通、そして地域支援
事業も要介護の人も、って話も出たりしている。大きな方
向として「そうせざるを得ない」かもしれない状 況の中
で、では自治 体 職員はどういう立ち位置で仕事をしなく
てはいけないのか。佐藤さんはどう思われますか。

国はずっと村おこし、地域活性、地方創生と言葉は変え
ているけど、いい意味では地域の自治体と一緒にやって
きた。住民さんに言わせると踊らされてきたところもあ
るかもしれない。だけどもうそれも無理になってきて、
先ほどの農 村 R M Oのようになってきた 。本当はもっと
前の段階で「地域の人たちみんなでやってみよう」とい
うことを保証しないといけなかったはずです。今のデジ
タル田 園 都 市なんかは技 術、つまり手段 が 先に来てい
る。それで進めろ進めろって言ってるところがあって。こ
うしたことをうまく自治 体 職 員は 解 釈しながら現 場に
あったやり方を作っていくべきなんです。デジタル田園
都市って言われた途端にそこに囚われてしまってて、本

当は一人ひとりの生活があってそこからはじめるべき、
そこをおざなりにしちゃダメで、そこから組 み立 てな
きゃいけない。
その意味では、みんなの集落研究所さんは間に入って、
市民の生活側に立っている。行政側ではなく、暮らしの
側に入っていることに感心しています。それこそ身近な
市町村がやらなくてはいけない。だけど、これだけ自治体
も人も限られた状況でやっているので、その中で地域自
主組織が担う役割は大きくなってきていると思います。

生業の仕事と地域の仕事が同じに？

僕は「波多マーケット」を見た時に衝撃を受けたんです
が、一つはこれができる地 域すごいなっていうことで、
もう一方で「商売を地 域でやる」っていうことじゃない
ですか。地域活動って共助のことだから、本業というか
皆さん生 業 のお 仕事があって、その中でそれこそスー
パーで 働いてる人もいると思うんですよ、例えば、普段
自分はスーパーで 生 業を立てるために働いていて、一
方、地 域 側で自分の奥さんが 共助のスーパーの店員を
やっているという、不思議というか、どうなっていくんだ
ろうみたいなことをあの時に思いました。仕事と地域で
やってることとの境界線が非常に曖昧になるというか。

生活を守っていくために必要というか、自分だけでなく
隣 のお 年寄りの生 活も守っていくためにやっている。
これを商売だと思っているのか。外から見ると商売だけ
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みんなの集落研究所代表執行役。その他に（特非）岡山
NPO センター代表理事、（一社）北長瀬エリアマネジメ
ント代表理事など。岡山市内の中学卒業後、津山市内に
下宿し勝間田高校の林業緑地科に通う。その後、鳥取大
学にて林業を学ぶも、机上ではなく現場に関わりたいと
ゼミの仲間と NPO 法人を設立し森林保護等の社会活動
にのめりこむ。やがて鳥取市社会福祉協議会で NPO 支
援の仕事に就き、地元岡山へ戻って岡山 NPO センター
に入職。その後、前会長岡本との出会いからみんなの集
落研究所を阿部たちと設立する。

NPO法人みんなの集落研究所 代表執行役

雲南市大東町に生まれ、大東高校、島根大学を経て、旧
大東町役場に入職。市町村合併後に誕生した雲南市で政
策企画部長や同部ソーシャルチャレンジマネジャーを歴
任。地域自主組織の導入、幸雲南塾の開始など雲南市に
おける「小規模多機能自治」の立役者として知られる。
退職後は「幸福な自治研究所」を設立し「地域資源を子
どもと地域へつなげる」活動を展開している。みんなの
集落研究所とは雲南市現職の際に開催されていた「雲南
ゼミ」へ石原や阿部が参加して以来の繋がり。アドバイ
ザーとして助言をいただいている。

佐 藤  満
元雲南市 担当部長
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石原

小野

小野

深尾

と目の前のことをこなすだけの人になっちゃうからね。そ
ういう想像力を持てるか。そういう人たちと出会えるかっ
ていうのは大事だと思う。

地域や社会で起きている状況を考えた時に、今ある事業
や活動で収まるはずがないですよね。現場で活動されて
いる地域の人とか、もっと俯瞰して社会を見た時に、「こ
れをやらないと足らないな」ということは何かを考え続
ける。だから自分自身も「足りていないな」っていつも思
うんですよね。

本当そうだよね。足りない自分をどうやって発見するか。
自信のなさって大事。自信がないからこそ謙虚だし、吸
収しようとするし、学ぼうとするということだよね。

なるほど。僕自身もそれを思い続けて地域と関わってい
かなくちゃですね。

地域や社会を支える仕事として、どうやったら10年20年
と成長し続けていける中間支援組織になれるか、そこを
担う人材が育成できるのか。ということはみんけんにとっ
ても大きなテーマ。ある意味「育成されてきた側」として
はどう思う？

入ってすぐの頃はできることも少ないし、地 域に暮らす
当事者の方々がいる中で自分にできることってなんだろ
う。って心が折れそうなこともありましたね。

辞めようとは思うことはなかった？

なかったですね 。できない自分でも受け止めてくれる地
域のリーダーさんに少しずつ育てていただきました。み
なさんの地域に対する思いが心からかっこいいと思えた
り、自分とはタイプの違うメンバーと一 緒に切磋琢磨し
ながら、自分なりの型みたいなのが、ほんの少しですけ
ど見えてきたりして、楽しくなってきました。

支援者同士が違うってことを前提に研ぎ澄まし合うって
いうのは大事だよね。ある程度枠組みが決まっている仕事
の切磋 琢 磨ってスキルや手法が同質化する。けど地 域
やその支援の仕方も違いがある中で、地域の人に「いて
くれてよかった。また来てほしい」「あの人とは違うけど
やっぱ良いよね」って頼られるためには、お互いに違い
を認め合いながら戦える集団、同志を見つけて、自分な
りの使える道具を蓄えていくというのは大切だと思う。

最後に、これから同じような仕事を志す人、後輩たちに
伝えておきたいことがあれば。

先生との話の中で、自信がないからこそ足りていないと
思う姿勢や向き合い方がとても大切だと思いました。あ
とは、自分はできると思って挑んだ結果、その自信が折
られたとしても、適切に悔しいと思えて、また頑張ろう
と思える素直さみたいなものも大事だなと思います。

そうだね 。こうした仕事をしている人たちは、思いや志
を仕事や事業に込めていて、その事業を批判、非難され
ると自分の人格さえも同一化して、しんどくなってしまう
こともある。この仕事は教科書やマニュアルがあるわけ
じゃないからこそ、仲間でフォローし合うとか、そこに学
びを感じて、折れたことを自分の中で内省できるかどう
か。次のおのけんのステージはそうした、足りない自分
を発見するための声かけや環 境づくりに想いが馳せら
れるかということかもね。

一 緒に吐き出せたり、チームとして消 化 できるかどう
か。みんけんの組織内だけに限らず、地域支援に関わる
支援者同士がつながってチームとなって、そういう環境
をつくっていけるように引き続き頑張ります。

※GAP：「龍谷大学 政策学部 Glocal Action Program」の
こと。伏見いきいき市民活動センターを拠点に、学生が主
体 となって 地 域 社 会 の 課 題 解 決 に 取り 組 む 活 動 。
https://www.ryu-sei-gap.jp/

師弟とも言える深尾さんとおのけんとの大学での出会い
はどこから？

はい。深尾先生の「現代社会の市民性を学ぶ」という講
義で、「社会的認知」という言葉に触れて、NPO・市民活
動に興味を持ったのがきっかけです。地域社会で課題に
直面している人 （々＝当事 者）の問題に気づいた市民が
『ほっとけない』という想いから行動を起こし、小さな
声を社 会にひろげ、「 社 会 的 認 知 」の領 域を超 えた先
に、社 会 全 体の課 題として顕 在化していく。だからこそ
「社会的認知」が高まるまでの期間を支えるNPO・市民
活 動 の 分 野 が大 切 だということを 知りました 。それ が
きっかけで、GAP（※）という大学の地 域活動に飛び込
んでみることになりました。

GAPの活動をかなり頑張っていたよね。僕も阪神淡路大
震災を契機に、地域社会について考えたり、しんどさを
抱える人たちと出会ってきた。その経 験や問題をどうす
れば学生たちと一緒に考えられるかということを悩み抜
いてつくった講義だから、そうした気づきにつながってく
れているのは非常に嬉しい。ちなみに、当時の経験が今
の仕事にどれくらい活きていると思う？

外から入る学 生の自分たちは 上から目線ではいけなく
て、地 域へ通い詰めて関係性を築くことの難しさをきち
んと経 験できたことは大切でした。でも、学生時代のス
キルで活かせたことは一つもないですね。そのくらい今

の仕事は難しいなと思います。

そういうものだよね。学生時代で得られるものって眼差
しとか 倫 理 観とか人権 感 覚とかだと思う。特にさっき
言っていた「上から目線じゃない」感覚ってすごく大事。
現場で暮らしを立て直そうとしている人が主軸で、とて
も尊いことをされている。当事者という言葉をよく使う
けれど、中間支援の仕事はどこまで行っても当事者には
なれない。その負い目を抱えながらも、その問題を知っ
た自分たちに何ができるのか。「当事者になれない負い
目」、その自覚をどう持つかっていうことがすごく大 切
だと思う。

石原さんや阿部さんからその姿 勢を大 切にしている様
子をとても感じます。さらに中間支援者にとって必要な
ことって何だと思いますか。

石原くんともよく喋るんだけど、「枠組みに絡めとられ
ない向き合い方」って大切だと思っていて、僕や石原く
んもいろいろなことをやってるよね 。本気で「暮らしを
支えたい」「持 続可能な社 会をつくりたい」と思って動
くと、組織や枠組みが窮屈になったり、解決しないこと
が出てくる。中間支援を志す人には、今ある仕組みでは
解決できないからこそ「一つだけでは収まらない自分」
を発見できる働き方をしてほしいと思う。そうじゃない

小野

小野

小野

深尾

深尾

石原

石原

深尾

深尾

小野

小野

石原

深尾

小野

深尾

龍谷大学副学長。同政策学部教授。1998年きょうとＮＰＯセンター、
2009年（公財）京都地域創造基金、2012年社会的投資をデザイン
する非営利型企業の（株）PLUS SOCIAL、2016年プラスソーシャル
インベストメント（株）をそれぞれ設立・起業し市民性をベースにした
社会変革をデザインし続けている。東近江市参与なども務める。
みんけん代表の石原とは、きょうとNPOセンター時代からの同志。

深 尾  昌 峰
龍谷大学 副学長

ふ か お
まさた か

みんなの集落研究所研究員。龍谷大学深尾ゼミに学ぶ。在学中にみん
なの集落研究所にインターンシップし、卒業後の2017年4月新卒で入
職。2021年度より県南事務所所長代理。岡山県南エリアを中心に地域
支援に取り組んでいる。通称：おのけん。

小 野  賢 也
NPO法人みんなの集落研究所
研究員

お の
けんや
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みん
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中間支援は「当事者にはなれない負い目」をどう持つかが大事

深尾 昌峰（恩師）　 小野 賢也（教え子）　 石原 達也（みんけん代表執行役）

地域の人に
「いてくれてよかった。また来てほしい」
と思ってもらえる人材を目指して。



三村

三村

三村

久常

久常

三村

久常

三村

久常

三村

久常

三村

久常

三村

久常

三村

久常

三村

三村

久常

久常

みん
けん設立10周年

記念
対談
Vol.3

久常 宏栄（高校教師）　 三村 雅彦（地域コーディネーター）

なるほど（笑）、そんな紹介だったとは。でも、その話か
ら津山東高校に地域コーディネーターとして入らせてい
ただくことになりました。

団体や個人が地域の中でどんな活動をしているかが凄く
大事。「○○のテーマに取組んでいるところない？」と聞
いたら、すぐに応えてくれる。この地域でおじいちゃんた
ちがやる気があって、何かしたいけど困ってる。じゃあこ
こに高校 生行かせようかとか、ホントにやりたいところ
にすぐ繋げ てくれる。そしたら高 校 生もすごく本気で、
じゃあこんなことしたらどう、あんなことしたらどう、浅
いけど色んな案を出して。でもそこで、地域の方と仲良く
なることによって、地域の課題解決にも繋がっていく。

生徒から受入先へ提案するだけで終わるのではなく、実
践まで行うのがポイントですね。 

提 案 だけだと学 校の中でとまる。地 域で色んな想いを
持って活動している人たちが困っていて、それを同じよう
に考える子や全然違う視点で考える子など、色んな高校
生がいて、実際の現場ではこういうことがあると知るだ
けでも違う。高校生の生活範囲は、基本家から学校通っ
て、部活して、どこかでちょっと遊んで。見るものが少な
いということではなく、もっと足元を見てほしい。

地域の方に認められることで自己肯定感が高まっている
のも感じます。

認められて、褒められるっていう経験が絶対必要。

あと、このことで先生でも家族でもない大人と繋がるの
が、大事だなと感じています。

人としてのつながりができるっていうのが一番。その人た
ちのために、自 分 は 将 来こうなりたいと思って学んで
くれて、ゆくゆく帰ってきてくれるというのが一番だと思
う。大学進学や社会人で外に出て行ったとしても、ブーメ
ランのように力をつけて地元に帰って来て働くことに繋
がるよね。そういう子がもっと増えてほしい。

印象に残っているのは津山市知和の方々にお世話になっ
た高校生4人のことです。地 域の代表とも言えるNPO法
人スマイル・ちわ理事長の國米さんが「これまで高齢者
だけの目線で活動していたけど、高校生が入ってくれるこ
とによって、子どもたちの目線も必要だということに気付
かせてくれた」と高校生に言われていました。そして高校
生の方も報告会のプレゼンテーションの中で國米さんの
言葉を使っていて、繋がったこと、まさに地 域との協働
になったことを感じました。

私の経験の中でも一番。高校生は本当に純粋。良いもの
に触れると良いように反応してくれる。何物でもない高

校生の時に一生懸命な人達に触れ合う機会って財産だ
と思う。将来の夢に加えて、地域でこんなことをしたい
というもう一つの夢を持つきっかけにもなる。そして、そ
の受け入れができる地域の人も凄いよね。
「高校生という目で見ずに、一人前の1人の人間として見
てほしい。この子たちの可能性を」と言い続けてきたこ
とが花開いている。

高校生も一緒に地域の困りごとや課題を解決していく1
人の仲間になりますよね 。社 会に出た時に必 要な色々
な人と協働する力、お願いする力、臨機応変に対応する
力も高校生自身につきますね。

色んなことに挑戦して、失敗しても次に向かっていける
ような力をつけられる体験ができないかなっていうのが
ずっとあった 。大 人は予 想 外 のことが 起こるのは当り
前って思っているけど、高校生はそんなの経験したこと
がない。なんで予定通りいかないんだと思いながら、そ
こでどういう風にやっていくかっていう体験をして、後か
ら振り返りをしながら、あーだったこうだった、自分たち
の考えのここが足りなかった、こういうところ助けても
らった、でも高校 生たちは笑 顔でいてくれて「やって良
かったね。次はこういう風にしようね」というところまで
できる、それが絶対将来に活きてくると思う。

最後に僕と言いますか、みんけんの地域コーディネーターに
これから特に期待する役割があれば教えてください。

期待する役割はもうだいぶ果たしてくれとるよ。
高校生の提 案しっぱなしの自己満足で終わらずに現場
に出してくれて、これだけ多くの地域と繋いでくれて、高
校 生がこんなことをしたいというのを地 域の中で実 践
までさせてくれている。教員には難しいし、そんなネット
ワークを持っていない。実践は準備から当日、そして振
り返りまでのフォローとバックアップがないとできな
い。教 員が 手を離して実 践できるという安心 感がある
のは本当にありがたいことだね。

改めて身が引き締まりました。ありがとうございました。
引き続きよろしくお願いします！

※行学：正解が一つではない問題の解決方法を実践か
ら学ぼうとする考え方。地域に出向き、社会と関わりを
持つ中で課題やニーズに気づき自己の進 路等について
真剣に考えていくこともその一つ。

久常先生が高校で「行学」（※）を始めようと思ったきっ
かけを教えてください。

10年位前は「いい大学に行かせて、いい会社に入ってな
んぼ」みたいなところがあった。いい会社って何？それっ
てホントに楽しい人生なのかなとか、やりがいあるのかな
とか、自分のやりたいことができる世の中じゃないとな、
というのはずっとあった。なので、最初は放 課後を使い
ながら生徒たちとボランティア活動で学校の外へ出てみ
た。良いことだけど、効果が出てくるのはほんの一部の生
徒にだけだった。でも当時の管理職が「そんなにええこと
だったら授業内でできんのか」と言ってくれたんです。

授業でするとなるといろいろ難しそうですね。

その時は「めっちゃ大 変 」って思った。意識高い系の子
たちがやっていることを一般の生徒が全員するってなると、
相当練ったカリキュラムを考えないといけないから。
自己肯定感や誰とでも話ができる状態をつくりたいなと

いう想いがあった。1年の時にはこういう力をつけてい
きたいな、2年では地域でこういう経験させたいな、3年
では社会に出るために2年で学んだことをどう活かそう
かなというのを皆で話をして、だんだん明確になってき
た。色んな方向から多角的にモノを見ることができるよ
うになってほしい、立場を変えて考えてほしい、となっ
た時に地域の課題に向き合うことによってすごく本気度
が増すと感じた。

その取り組みに、みんけんが関わらせていただくことに
なったのはいつからでしょうか？

随分前になるけど、石原さん阿部さんと一緒にやりたい
なって話をしたことがあったんよ。地域に根付いて活動
している人や団体のところに高校生を行かせたいという
のがあった 。石原さんから「津 山には 三村というのが
おって、まだまだじゃけど一生懸命な子じゃから、何で
も言ってください。よろしくお願いします」って言っても
らって「オッケー」って(笑)。

中間支援が高校・地域コーディネーターを担う意義

高校生の自己満足で終わらせずに
地域に繋ぎ、1人の人間として
向き合う機会をつくる。
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みんなの集落研究所研究員。
矢掛高校の課題探究学習「やかげ
学」一期生で川崎医療福祉大学を
卒 業後、2016年 4月新卒で入職 。
2021年度より県北事務所所長代理。
岡山県北エリアを中心に地域支援
に取り組んでいる。2019年度より
津 山 東 高 校 の 地 域 コー ディネー
ターならびに四校連携講座のアドバ
イザーも務める。

岡山県立和気閑谷高等学校教頭。
2006年度より津山東高校に勤務。
2016年度より地域で学ぶ探究学習
「行学」を始める。2017年度より津
山市内の県立高校4校が協力する
講座「地域創生学」に携わり、2021
年度より現職。また、みんけん代表
の 石 原 が 勝 間 田 高 校 の 生 徒 会 長
（高校生）だった頃の生徒会の顧
問でもある。

岡山県立和気閑谷高等学校
教頭

久 常  宏 栄
ひさつ ね 　 　 　 　 　 　ひろえ

NPO 法人みんなの集落研究所
研究員／地域コーディネーター

三 村  雅 彦
み むら　 　 　 　 　 　 まさひこ
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勉強会 岡山県地域おこし協力隊
ネットワーク会議→ONE設立支援

各種講座

協力隊支援

地域づくり人材育成（地域づくり、サポーター養成、行政職員・議員、協力隊、研修 など）

中山間地域に
暮らす人（個）の生活
・生活課題（買い物、移動）
・福祉（介護、看取り）
・相続継承
　（家、土地、田畑、技術）

・教育（通学、社会教育）

集落（コミュニティ）の
機能維持・発展
・組織再編（小規模多機能自治）
・移住（就農、就労）
・支事づくり
・都市の新コミュニティ

地域を支える
人材の支援・育成
・地域おこし協力隊（互助、起業）
・制度や施策（協働）
・支援組織

新総合事業仕組み化支援

継 業

教 育

地域包括ケア（新総合事業仕組み化、SC 支援 など）

越境プロジェクト

協力隊調査

地域運営組織 （小規模多機能自治化・制度設計、地域拠点化、地域活動の事業化など）

個別集落支援　    （計画づくり、住民アンケート、支事づくり、移住支援など）

高梁市宇治地区
　「宇治リスタート事業等支援事業」
備前市鶴海地区
　「鶴海地区地域づくり勉強会」
井原市野上地区
　「野上地域づくり戦略のためのワークショップ
　　及びアンケート支援事業」
井原市荏原地区
　「荏原地区 若手の地域づくり勉強会の支援」
岡山県商工会連合会
　「儲かる地域づくり支援事業」
ふるさと島根定住財団
　「平成27年度地域づくり入門講座実施業務」
佐野アトリエ
　「『平田107』ニーズリサーチ事業」
岡山県美作県民局
　「みまさか生活支援体制整備サポートデスク事業」
　「一社一村促進プロジェクト推進事業」
　「ジビエのある生活普及促進事業」
岡山市
　「岡山市生活支援強化推進事業業務委託」
　「岡山市中山間地域等の実態把握調査業務委託」
　「岡山市地場産農産物の取扱にかかる調査業務委託」
　「犬島地域活性化ワークショップ実施業務委託」
　「中山間地域住民活動応援事業支援業務委託」
岡山市ふれあい公社
　「岡山市生活・介護支援サポーター養成講座」
瀬戸内市
　「地域自治組織づくりに向けた調査及び計画策定業務」
　「瀬戸内市協働のまちづくりシンポジウム実施業務」
　「瀬戸内市協働提案事業『地域で高齢者を支える
　　仕組み作りのための資源調査』」
美作市
　「美作市内の事業継承の実態に関するアンケート調査」
　「中山間地域等活性化応援事業」※粟井地区
美咲町
　「新総合事業仕組みづくりコーディネート業務」
久米南町
　「久米南町まちづくり支援事業コーディネート
　　委託業務」
自主事業　
　「RESUS（リーサス）研修会」　
　「協力隊のジレンマ
　　（岡山県内の地域おこし協力隊支援）」　
　「助け合い・地域支援事業等に関する勉強会など」

井原市野上地区　
　「野上地域づくり戦略会議運営サポート」
美作市巨勢地区
　「旧巨勢小学校を拠点としての地域創生ネットワーク事業
　   『体制の強化・アクションプランの作成・担い手づくり』」
岡山市平井学区
　「平井学区地域づくり会議 地域課題・ニーズ調査
　　専門部会戦略づくりおよび座談会ヒアリング実施支援」
岡山県商工会連合会
　「儲かる地域づくり支援事業」
岡山県
　「『森のめぐみをいただく～鳥取・岡山のジビエ～』
　　でのイベント実施業務」
岡山県美作県民局
　「一社一村促進プロジェクト推進事業」
　「みまさか生活支援体制整備サポートデスク事業」
岡山市
　「岡山市中山間・周辺地域活性化検討業務委託」
　「岡山市農業・農村観光資源等調査業務委託」
　「地域おこし協力隊支援業務委託」
岡山市ふれあい公社
　「岡山市生活・介護支援サポーター養成講座」
瀬戸内市　
　「瀬戸内市地域自治組織制度づくり及び
　　地域自治組織立ち上げ支援業務」
津山市
　「津山市支援員派遣事業」
　「津山市住民自治協議会事業支援業務」
高梁市
　「高梁市まちづくり研修会実施委託」
美咲町
　「ワークショップファシリテーター派遣業務」
　※飯岡地区　
　「美咲町集落のあり方（自治運営組織及び担い手育成
　　支援にかかる提案）事業業務」
久米南町
　「久米南町新総合事業コーディネート業務」
一般財団法人トヨタモビリティ基金
　「上山集楽みんなのモビリティプロジェクト」

瀬戸内市
　「地域自治組織制度づくり及びビジョン策定等
　　支援業務」
岡山市
　「岡山市中山間・周辺地域活性化支援事業業務委託」
　「岡山市地域おこし協力隊活動支援及び研修業務」
津山市
　「津山市住民自治協議会支援業務」
　「津山市支援員派遣」
岡山県美作県民局
　「一社一村促進プロジェクト推進事業」　
　「みまさか生活支援体制整備サポートデスク事業」 
久米南町　
　「久米南町新総合事業コーディネート業務」
岡山市ふれあい公社（講師派遣）　　
　「岡山市生活援サポーター養成講座」 
自主事業
　「残したい仕事と人づくり研究会」
　「新総合事業状況把握や事例研究」
一般財団法人トヨタモビリティ基金
　「上山集楽みんなのモビリティプロジェクト」
井原市
　「地域運営支援」
滋賀県
　「高島市アンケートワークショップ運営業務」
美咲町
　「美咲町自治運営組織及び担い手育成支援にかかる
　　提案事業」
中四国
　「小さな拠点及び地域運営組織の形成促進事業
　　実施業務」
高梁市
　「高梁市まちづくり研修会
　　（高梁川流域協働のまちづくり推進事業）」

高梁市備中町西山地区　
　「高梁市備中町西山地区おかやま元気！集落事業
　　コーディネート事業」
備前市鶴海地区　
　「地域の助け合い勉強会コーディネート業務」
ir.bisei　
　「美星の魅力満載発信プロジェクト管理・運営業務」
岡山県商工会連合会　
　「儲かる地域づくり支援事業」
ふるさと島根定住財団　
　「平成26年度地域づくりきっかけセミナー及び
　　地域課題解決アカデミー」
高梁川プレゼンターレ　
　「倉敷市ソーシャルビジネス推進事業」
岡山県美作県民局　
　「一社一村促進プロジェクト推進事業」
　「おかやま元気！集落の特産品及びジビエ料理に係る
　　普及啓発イベント開催業務」
　「平成26年度ジビエのある生活普及促進事業」
岡山県備前県民局協働提案事業
　「おかやまの「今すぐ使える」取り組みレポート
　　活用事業」
岡山市
　「生活支援サービス等の社会資源把握調査」
　「平成26年度中山間地域（御津・建部）における
　　地域住民活動応援事業業務委託」
　「犬島事業方針策定支援業務」
吉備中央町　
　「吉備中央町買い物支援事業」
美作市
　「巨勢地域活性化応援事業」
美咲町　
　「中山間地域等活性化応援事業
　　（頑張る棚田特産品ブランド化応援事業）」
公益財団法人トヨタ財団
　「中国地方の中山間地域において、買い物行動を軸に、
　　あらゆる境界の壁を超える生活のしくみづくり
　　プロジェクト」

高梁市宇治地区　
　「宇治地区地域機能調査分析及び計画づくりワーク　
　ショップ」
高梁市松原地区　
　「移住定住促進活動事業」
岡山県　
　「生活基盤維持サービスＳＢ化検証調査事業」
　「生活基盤維持サービスビジネスモデル調査・
　　提案事業」
　「岡山県中山間地域協働支援センター事業
　　（買い物をしやすい環境づくり）」
岡山県美作県民局　
　「おかやま元気！集落連携促進事業」
久米南町
　「地域活性化推進事業コーディネート」
吉備中央町
　「買い物等調査分析及びコーディネート事業」
笠岡市　
　「空き家調査事業」
公益財団法人トヨタ財団
　「中国地方の中山間地域において、買い物行動を軸に、
　　あらゆる境界の壁を超える生活のしくみづくり
　　プロジェクト」
自主事業
　「新しい総合事業調査」
　「小規模多機能自治研究」
　「移住者ヒアリング」
　「地域おこし協力隊調査」

00

2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

生活課題調査（買い物、移動、医療福祉、子育て、支事）

上山みんモビ（主体づくり）

上山みんモビ
（助け合い+移動支援）

主な事業
　・受託事業
　・助成事業
　・自主事業

主な出来事

みんけん
県北事務所開設

ふるさとづくり大賞
団体表彰（総務大臣賞）
受賞

2013.05.11設立記念講演会の様子

みんけん設立（2013年4月1日）

初代岡本代表から現代表石原へ交代

日本NPO学会第16回年次大会で
「中国地方の境界に位置する

  中山間集落での生活機能に関する調査」
の実践報告（阿部典子）
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2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

中山間地域に
暮らす人（個）の生活
・生活課題（買い物、移動）
・福祉（介護、看取り）
・相続継承
　（家、土地、田畑、技術）

・教育（通学、社会教育）

集落（コミュニティ）の
機能維持・発展
・組織再編（小規模多機能自治）
・移住（就農、就労）
・支事づくり
・都市の新コミュニティ

地域を支える
人材の支援・育成
・地域おこし協力隊（互助、起業）
・制度や施策（協働）
・支援組織

主な事業
　・受託事業
　・助成事業
　・自主事業

事
業
年
表
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れ
ま
で
の
事
業
の
変
遷
と
各
年
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2022年度

2018年度

11 12

主な出来事みんけん県北事務所移転
（津山市京町）

みんけん県北事務所移転（津山市昭和町）

岡山県（新見市上熊谷）
　「生き活き拠点強化支援事業 拠点形成計画 策定業務」
岡山県
　「空き家対策市町村支援事業」
岡山県美作県民局
　「地域運営組織推進事業」
　「地域と高校生の協働による地域課題解決支援事業」
瀬戸内市
　「地域自治組織制度づくり支援業務」
津山市
　「津山市地域づくりサポートセンター業務」
備前市
　「備前市まちづくり会議運営支援委託業務」
倉敷市
　「倉敷市コミュニティ協議会支援業務」
　「川辺地区まちづくり推進協議会支援業務」
鏡野町
　「安心して暮らせる地域支援事業」
美咲町
　「多世代居住コミュニティ推進事業」
浅口市
　「浅口市協働のまちづくり支援業務」
　「みんなで支え合い生活支援サポーター養成講座」
笠岡市
　「地域課題解決プロジェクト支援業務」
赤磐市
　「地域と暮らしの維持応援事業支援業務」
津山市（新加茂、田邑、佐良山、院庄）、
倉敷市川辺地区、井原市（野上地区・大江地区・
芳井地区）、備前市（神根本・鶴海）
　「集落支援事業」
岡山市・倉敷市・総社市・赤磐市
　「日本遺産「桃太郎伝説の生まれたまち おかやま」
　　を活用した地域主体のおもてなし業務」
京都府京丹後市（弥栄町）
　「いやさか地域づくり準備会住民アンケート調査
　　支援業務」
公益財団法人トヨタ財団
　「ポストコロナ時代の地域内外連携移動＆
　　移動販売5.0実現に向けた実態調査」

岡山県（新見市下熊谷・唐松広瀬・田治部）
　「生き活き拠点強化支援事業 拠点形成計画 策定業務」
岡山県
　「地域の空き家利活用支援コーディネーター派遣事業」
　「令和３年度地域マネジメントコンサルティング事業」
　「集落での話合いの進め方研修会実施業務」
　「令和3年度地域振興の核となる人材育成講座
　　開催業務」
岡山県美作県民局
　「地域防災力強化推進事業 津山市高倉・久米南町全間」
　「地域と高校生の協働による地域課題解決支援事業」
瀬戸内市
　「地域自治組織制度づくり支援業務」
備前市
　「備前市まちづくり会議運営支援委託業務」
倉敷市
　「倉敷市コミュニティ協議会支援業務」
　「川辺地区まちづくり推進協議会支援業務」
鏡野町
　「安心して暮らせる生活環境支援事業」
　「中高生だっぴ委託業務」
美咲町
　「多世代居住コミュニティ推進事業」
井原市
　「協働のまちづくりステップアップ連携事業」
　「空き家基本調査研修会実施業務」
津山市（新加茂・田邑・佐良山・院庄・阿波）、
美作市豊田、井原市（野上・大江・芳井）、
久米南町山手、美咲町垪和、
京丹後市（弥栄・峰山・網野）
　「集落支援事業」
岡山市・倉敷市・総社市・赤磐市
　「日本遺産「桃太郎伝説の生まれたまち おかやま」を
　　活用した地域主体のおもてなし業務」
京都府京丹後市
　「新たな地域コミュニティ推進に係る
　　庁内連携コーディネート業務」
公益財団法人トヨタ財団
　「ポストコロナ時代の地域内外連携移動＆
　　移動販売5.0実現に向けた実態調査」
一般社団法人トヨタモビリティ基金
　「上山集落みんなのモビリティプロジェクト評価事業」
日本郵便
　「中山間地域の景観と営みを形成する土地建物を
　　次世代に継ぐためのコンソーシアム設立事業」
自主事業
　「おもいやりの移動販売支援事業」

岡山県
　「地域の空き家利活用支援コーディネーター派遣事業」
　「令和4年度地域マネジメントコンサルティング事業」
　「令和4年度地域振興の核となる人材育成講座開催業務」
　「加茂の今後を考える会」開催業務
　（運営サポート及び支援手法構築に向けた地区別検証事業）
岡山県美作県民局
　「令和４年度地域防災力強化推進事業 美咲町吉岡」
　「地域と高校生の協働による地域課題解決支援事業」
岡山県備中県民局（新見市三室・井原市県主）
　「大学生と実施する地域の課題解決支援事業」
瀬戸内市
　「地域自治組織制度づくり支援業務」
倉敷市
　「倉敷市コミュニティ協議会支援業務」
鏡野町
　「安心して暮らせる生活環境支援事業」
美咲町
　「多世代居住コミュニティ推進事業」
新見市
　「災害時避難行動要支援者個別避難計画策定支援業務」
笠岡市
　「笠岡市市民活動支援センターアドバイザー業務」
赤磐市
　「山陽団地担い手育成支援事業」
津山市（新加茂・田邑・佐良山・院庄）、美作市豊田、
井原市県主、京丹後市（弥栄・神野）
　「集落支援事業」
京都府京丹後市
　「京丹後市地域共生ステーション研修業務」
　「区長全員アンケート分析業務」
日本遺産「桃太郎伝説の生まれたまちおかやま」
推進協議会（岡山市・倉敷市・総社市・赤磐市）
　「浅田政志と巡る桃太郎伝説撮影ツアー及び
　　古墳を楽しむプログラム 業務」
津山市中心市街地活性化協議会
　「津山市中心エリアの再活性化のための開発プロジェクト
　　の前段となるステークホルダー意向調査」
井原市まちづくり協議会連絡会議
　「令和4年度井原市まちづくり協議会連絡会議まちづくり事業」
自主事業
　「中山間地域の景観と営みを形成する土地建物を
　　次世代に継ぐためのサービス実験事業」
　「おもいやりの移動販売支援事業」

岡山県（備前市三石・赤磐市吉井・美咲町旭）
　「生き活き拠点強化支援事業 拠点形成計画策定業務」
岡山県
　「空き家対策市町村支援事業」
瀬戸内市
　「地域自治組織制度づくり支援業務」
岡山市
　「地域活力創出担い手養成塾」
岡山県美作県民局
　「地域運営組織推進事業」
津山市
　「津山市地域づくり支援事業」
　「津山市地域づくりサポートセンター業務」
備前市
　「片上地区防災計画策定委員会サポート業務」
倉敷市穂井田地区・井原市（野上地区・大江地区・
門田地区）・京都府京丹後市（弥栄町）
　「集落支援事業」
倉敷市
　「真備町川辺地区における現状分析及び
　　課題解決内容提案業務」
鏡野町
　「安心して暮らせる地域支援事業」
美咲町
　「多世代居住コミュニティ推進事業」
浅口市
　「浅口市協議会型住民自治組織の推進支援業務」
久米南町
　「久米南町シンポジウム助成事業コーディネート業務」
　「久米南町生活支援コーディネート業務」
赤磐市社会福祉協議会
　「第2層協議体事業」
岡山市・倉敷市・総社市・赤磐市
　「日本遺産「桃太郎伝説の生まれたまち　おかやま」
　　を活用した地域主体のおもてなし業務」
島根県（中国5県）
　「中山間地域対策スキルアップ研修会運営業務」

岡山県
　「空き家対策市町村支援事業」
瀬戸内市
　「地域自治組織制度づくり及びビジョン策定等
　　支援業務」
津山市
　「津山市地域づくり応援事業」
　「津山市地域づくりサポートセンター管理運営業務」
岡山市ふれあい公社（講師派遣）　
　「岡山市生活支援サポーター養成講座」 
岡山県
　「中山間地域における集落を主軸とした
　　地域包括ケアモデルの確立と普及を目指す
　　プロジェクト」
美作市英田
　「ナースサポート事業」
岡山市
　「地域活力創出担い手養成塾」
　「岡山市被災高齢者等の把握業務委託」
　「次世代農業支援事業業務委託にかかる業務」
　「地域の未来づくり推進事業計画づくり支援業務」
　「城東台「これからも住みやすい地域づくり」
　　に向けたアンケート調査」
鏡野町
　「安心して暮らせる地域支援事業」
久米南町　
　「久米南町新総合事業コーディネート業務」
美咲町
　「多世代居住コミュニティ推進事業」
岡山県美作県民局
　「地域運営組織推進事業」
岡山市・倉敷市・総社市・赤磐市
　「日本遺産資源磨きおよび人材育成業務」
滋賀県
　「高島市アンケートワークショップ運営業務」
一般財団法人トヨタモビリティ基金
　「上山集楽みんなのモビリティプロジェクト」
倉敷市
　「災害ボランティアセンターへの人員派遣」
井原市
　「野上地域づくり戦略会議運営サポート業務」
岡山県社会福祉協議会
　「生活支援に関するネットワーク形成」

高校地域コーディネーターとして支援開始
西日本豪雨災害の支援を開始

「うまいもん商店街
  高校生実行委員会」が
第８回岡山高校生
ボランティアアワード
大賞受賞

地域運営組織
（空き家・地域交通防災・助け合い） 小規模多機能　自治化・制度設計　地域拠点化　地域活動の事業化地域の史跡資源活用 拠点形成支援 自治体の支援体制の改善・再構築

地域運営体制の再構築

地域包括ケア（新総合事業仕組み化、SC支援など）

上山みんモビ（助け合い＋移動支援）

地域づくり人材育成（地域づくり、サポーター養成、行政職員・議員、協力隊、研修など）

地域の相談窓口・拠点開設

高校・地域コーディネーター

支援者支援・学び合いファシリテーター　　養成

継 業

教 育

生活を支えるしくみづくり　　（移動販売の活用等）

土地建物を継ぐ仕組みづくり高校生と地域学
ランドバンク

集落における空き家利活用実践支援（交流拠点・移住定住）

個別集落支援（計画づくり、住民アンケート、支事づくり、移住支援など） 防災 次世代参加 ICT 活用

農業・農地 農村RMO

窓口運営支援

被災地におけるコミュニティ支援



地域での
ワークショップ進行

548回
地域代表者ヒアリング

406回

1,450回

行政担当者や
支援者との

会議・打ち合わせ
(学校関係者も含む)

306回
行政・支援者向けの

研修会

383,370km
支援に要した
総移動距離

地球9.6周分！

10年みん
けんの

数字で見る！

2013  2022年度

住民
ヒアリング調査

9,785人
※集落・生活課題の把握

事業で関わった
中高生・大学生の人数

5,789人

37地域
地域が行う

住民アンケートサポート

総配布数    40,148枚
最大回収率 93.7%

地域カルテを作成・更新
145地域の

地域情報のアセスメント
（地域カルテ）

人口変化・体制図・ 
キーマン・組織状況など

地域での
話し合いの場

1,789回

141回

地域支援の
制度づくりに向けた

実態把握調査
(自治体・企業等)

89地域
支援した

地域自治づくり （課題を中心に据えた地域づくり）
　   ・アンケートによる課題設定
  　・地域計画づくり
  　・地域のあり方を話し合う
  　・地域運営の仕組み改善
  　・地域の助け合いや居場所づくり
  　・高齢者の見守り、防災
  　・買い物や交通を考える
  　・空き家対策、利活用
  　・農地や草刈り、鳥獣害対策

地域運営組織の
基盤づくり

地域自治づくり

会議や
ワークショップで出会った

地域の方々の延べ人数

47,304人
一緒に取り組んだ

地域代表者

244人

327回
地域づくりの

担い手養成講座や
勉強会

延べ参加人数

8,778人

提案書、サマリー寄稿
など含む

125回
レポート

※2013年度～2022年度の数値です。
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石原｜では、立ち上げの時の話からはじめましょうか。

阿部｜みんけんを立ち上げる前から、私も石原さんもNPO法
人で働いていて、地域づくりには関わっていました。私はNPO
で働く前もコンサルタントとして関わっていて、地域づくり支
援のキャリアは長かったんですよね。だけどこれまでのキャリ
アの延長線上ではなくて、今までの課題を解決できるような
組織じゃないと意味がない。わざわざ新しく組織を設立する
からには本当に意味のあるものにしなきゃいけない。だか
ら、組織づくりはけっこう丁寧にやってきましたよね。

石原｜そうそう。阿部さん家で合宿したりして議論しました
ね。いろいろ。

阿部｜ですです。自分たちは誰の何のための存在になるの
か、っていうのを厳しく詰めていきましたよね。その中でまず
大切にしたのが、今でいうところの評議員さんとの対話。当
時、評議員をお願いしたいと考えていた地域で頑張っている
方やそれぞれのテーマで頑張っている方々にお会いしてお話
を伺ってまわっていました。「本当の課題って何なんだ」「本
当には何が必要なんだろう」と、組織の構想が組みあがって
いきました。これは大きかったですよね。
もう一つ大きかったのは、前身組織である「集落支援ヒビサ
ト」で買い物調査をやったことです。この買い物調査で、僻地
に住む高齢者の方の買い物というより生活のことをしっかり
見させていただきました。みんなの集落研究所の１年目では
この地域の生活のことをさらに踏み込んで知る越境プロジェ
クトという、県境や市町村境にある地域の課題を（買い物・
通院先が他の自治体になる）しっかり知るための調査を、中
国5県のメンバーと一緒に進めました。みんけん設置前後また
がって、でしたね。

石原｜組織を「研究所」と定義したことも大きいですね。

阿部｜「研究所」としたことね。私自身は当初、自分自身が大
学院とかで研究をしていたから、すごい抵抗があったんです
よ。石原さんが「首席研究員」という役職をつくったのもすご
く怖かった。「恐れ多いからやめようよ～」って言ってたけど、
石原さん引かなかったですもんね。今となって石原さんがここ
を死守してくれたのすごいと思う。研究とか情報とか地域を
知るってことが、行政とか大学の先生のものじゃなくて、自分
たち（生活する私たち）のものだってこと、それをちゃんと「自
分たちのもとに取り戻す」ってこと。これはみんけんがやって
ることの根本だから。今は「首席研究員」という肩書も、少し
は慣れてきたと思います。

石原｜「研究所」とすることによって組織の立ち位置やあり方
が、それ以前の地域づくり支援団体と違う。例えば成果報告
会やレポートもそうですし。その辺を意図的に、やり方という
か方法論や考え方を整えたところはありますよね。

阿部｜現場にいる身としては正直しんどかった。今もしんどい
ところがあるし(笑)。
実際、これまでは「グッドストーリーを重ねればそれなりに許
してもらえる」みたいな雰囲気もある中、でも、やっぱりそこ
を研究所だから、と地域と一緒にチャレンジしたことをレポー
トにする。「本当に使えるもの」として整理・分析し、それを
糧に「次に何をすべきか」ってことを成果報告会で伝えていく
という作業だから、それがあってこそ「一緒にやりましょう」
と言えて、一緒に取り組みたい仲間と進めていけてる。

石原｜毎年開催する成果報告会で「しんどいことこそ大事な
んだ」と、みんなで確認し合ってきた10年分が積み上がり、こ
の冊子として見ていただけるようになりましたね。

石原｜話を戻して、設立時の買い物調査や越境プロジェクト
の後も、色んな地域と色んな事業をやってきましたが、次の
ターニングポイントは阿部さんとしてはどこだと思いますか？

阿部｜一番最初のターニングポイントはみんけんができる前
からのご縁でもあった宇治（高梁市宇治）の支援ですね。地
域の皆さんと全員アンケート手法を作り上げて今までの地域
づくりとは違う流れを作っていけたことですね。高梁市宇治
地区は昭和25（1950）年には2,500人程だった人口が平成
26(2014)年には677人と、どんどん減ってきていた。地域で
今までやってきたことを踏襲しても右肩下がっていくしかない
状況を、誰かが支えなきゃいけなくなって、でも数人でなんと
か支えていて、「いつまで続けたらいいんだろう」という状況
を聞かせてもらいながら、「『行事から事業へ、課題解決の
取り組みを進めましょう！』なんて、私みたいなペーペーが偉
そうに言ってみたところでなぁ」なんて思ってて。その当時、ま
だそんなに始められてなかった「住民一人ひとりの声を全員
アンケート」という手法はこんな場合にこそ使うべきでは、と
考えました。　
ただ、私たち自身「本当に住民全員アンケートで変わるんだろ
うか」という不安もありました。けど、当時高梁市役所の担当
者さんと「今、宇治でだったら挑戦してみる価値はある」と話
して、宇治の皆さんとも話して「やるだけやってみよう」と
2012年から始めました。2012年～2013年でアンケートとそ
の結果をもとにした話し合いをして、「負担になってる行事を
見直そう！」と「行事仕分け」をしたんですね。ここまでできた
から、と翌2014年はみんけんの支援は休んだんです。これま
でだと行かなくなったら元通りで変わらないままということも
多かったけど、この時の宇治は違ってました。翌年の2015年
にリスタート事業っていうのを始めるんですよ。2年間のアン
ケートと行事仕分けに向けた話し合いの中で「本当に地域に
必要なものは何なのか」という根本的なことを一つずつちゃ
んと、フラットでオープンな雰囲気で話合える雰囲気が作れ
た。地域づくりへの参加の仕方が変わり、新しい人でも、ダメ
もとでも新しい改善策を提案できる土壌ができてきた。この

地域のことを自分たちに取り戻すための研究所

高梁市宇治での取り組みからできてきた支援の形
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地域の声を聞
き、

地域を信じ切
って

きたからこその

みんなの集落研究所の現場責任者で

ありマスコット。「みんけん」を象徴する

存在でもある首席研究員の阿部典子と

この１０年を振り返ります。聞き手は共に

設立から歩んできた舞台裏（経営）の責任

者である代表の石原達也。設立以来の

コンビである創業者の二人の会話を隣

で聞いていただいているような気分でお

楽しみください。

支援と１０年

阿部典子
Interview

みんけん 首席研究員



阿 部｜そうですよね。「地域のみんなから声聞いて地域の力
を信じ切る」みたいなことって、できそうでできないじゃな
いですか。特に福祉のように別分野だったり企業さんとのプ
ロジェクトだったりすると。地域主体の原則を守るのって、
以前の組織で私一人やってた時には怖くてできなかったこと
も多かった。そこをやっぱり石原代表がいて、地域や行政の
担当者の言い分がどうでも「絶対、大丈夫。」って言っても
らえてたのは大きくて。そういう同じ様に地域を信じる別の
立場の人がいることが。
あるんですよね、自治体さんとの会議でも「地域ができるわ
けない」とか。地域でも「わしらにここまでできるわけない」
「行政がしたらええんや」とか。時にはけちょんけちょんに
どやされたり、すごく冷たく帰されたりとか。そういうこと
がいっぱいあって迷ったり落ち込んだり心細くなったりしてて
も「だけど大事でしょ」って、「それなかったらダサいっ
しょ」って。そう言うことがちゃんと楽しくポップに言い合え
る仲間がいる。
そこで腐らずにやってると、また地域のすごい力に出会えた
りして。「いや、でも大事っしょ」って言い合える仲間がこれ
までの 10 年の関わりの中で色んなところにいるっていうの
がすごく有難い。

石原｜この10年でそうした仲間というか志や目線を同じくす
る人との関係も培ってきましたよね。執行役をしてくれている
元地域おこし協力隊のメンバーとかも初めて会ったときは学
生さんだったりしたけれど、今は頼れる仲間というか。

阿部｜執行役にあえて地域おこし協力隊OBの皆さんに加わっ
てもらうということも、最初は地域で頑張っている若い子た
ちに一緒にスキルを身に着けてもらって、一緒に地域の支援
ができていくといいなあと始めたけど、本当に今だとすごく頼
りになる。それぞれの分野で頑張ってくれてるから、地域課題
を挙げた時に行政だけだとどうしても既存の支援・情報しか
ないけど、彼らを「今こういうことをやっていっている人たち
もいるよ」って紹介できる。上山での事例とかも、地域が本
当に打つ手無くて疲弊しているときに「こういうところもある
んだよ」っていうことを言ってあげられる。現場を持ってる執
行役のメンバーがいるっていうのはありがたい。最近、新しく
加わってくれた教育関係に強い執行役のメンバーも、大学生
の地域でのチャレンジみたいな取り組みに加わってくれて、ス
タッフの刺激にもなるし、別の立場というか別の場所にいる
んだけど、見えてるものは同じで、「これで大丈夫なんだ」み
たいなことをお互い思わせてくれる感じ。良かったなあと思っ
てます。

石原｜OEN（岡山県地域おこし協力隊ネットワーク）も立ち上
がりましたしね。

阿部｜最初は協力隊の導入支援を私たちでやっていた流れか

ら、執行役のメンバー中心に協力隊卒業後をにらんで金融機関
に事業計画をみてもらって融資審査を通る方法を考えるとか、
マスメディアへのプレスリリースの方法とかの勉強会をやり始
めて。そこから導入のガイドラインを作り、その時も話をしま
したよね。みんけんでそうした支援をやっていくのか、せっか
く執行役のメンバー（藤井さん中心に梅谷さん、水柿さん）が
そこを取り組みたいというところもあったりするし。結果、こ
の流れで新たにOENを設立してくれて、今でも事業の中で協
力し合ってたりするので、そこもすごくいい関係だと思う。
みんなとやってきてるものが全部活かせて、関わった人がみ
んな活躍している。もちろん狙っていたけど、それ以上。みん
なすごい頼もしくなって。ほんと。すごいよね。

石原｜評議員や地域のリーダーの皆さんも、ですね。

阿部｜そこはもう！言い出したらキリがないですね。挙げだし
たら皆くらいの勢いなんですけど、例えば、第10期記念行事で
登壇くださった今、評議員になってくださっている皆さんには、
それぞれいい思い出と同じところでしんどい目にあったりし
た。國米さん・稲田さん・中曽さん・岡田さん・えっちゃん･･･

石原｜確かにきりないですね。國米さん・中曽さん・岡田さん
のお話は本誌23ページの「記念シンポジウム」の内容をぜひ
お読みいただくことにしましょう。

阿部｜(笑)。そうですね。行事でビデオメッセージ送ってくだ
さった「上山地区」のえっちゃん（須田悦子さん）は、最初は
うちのことも上山のメンバーのこともあまり良く思ってくれて
いなかったんですよ。「こんなことしてどうなるん？」「それよ
り私はこれもあれも大変だと思うし…」って。そんな中で上山

首席研究員・阿部典子インタビュー

仲間たちと共に育ち、先輩たちと共に進む

ころ、診療所が毎週 2 回だったのが週 1 回になってしまった
んですよ。自分たちで考える素地ができてきたから、このタイ
ミングで改めて、みんなに広めて取り組みたいということでの
「リスタート」ってみんなで言い始めた。みんけんでよく言うと
ころの根っこの大事さですね。この時「アクションプラン」っ
ていう地域計画も一緒に作りました。今もほかの地域で全員
アンケートを始める際「なぜアンケートが必要なのか」を伝
えるのにやはり最初に言いたい話です。

石原｜地域自らの意思で流れをつくられたんですね。まさに
自治。

阿部｜はじめは「そういうことができるのは宇治が特別だか
らかなあ」とも思ったりしながら、地域でのアンケートから
始まる取り組みをどんどん支援をしていくんですけど、でも
今、本当にたくさんの地域がアンケートを元に地域づくりを
より多くの人の手に取り戻して、自分たちの地域づくりが進
んで、どこも本当にすごいです。

石原｜宇治での実践で、ある意味、みんけんとしての地域支
援の型というか組織づくりをご支援する方法論ができてき
た、と言えますね。

石原｜その次のターニングポイントになったのはどこでしょうか？

阿部｜時系列で言うと、新総合事業（新しい介護予防・日常
生活支援総合事業）に関する取り組みのところですね。私た
ちは「地域づくり・地域活性化」の経験が長いけど、この
新総合事業は福祉事業の話で私たち専門じゃないからってい
うので二の足を踏んでたんですよね。ただ、越境プロジェク
トや買い物テーマでの生活課題調査を進める中で、福祉の
こと、見守りとか通院とか、もしかしたら看取りとかそういっ
たことも含めて、地域に暮らすみなさんと一緒に考えていか
ないと、「それができる私たちじゃないとみんけんを作った
意味がない」ということで、調査から話合い・行政の仕組
み構築支援や人材育成や地域支援へと進めていきました。そ
こも今考えると大きな転機でしたね。

石原｜こういう時に「まずは調査。実際関わっている人の声
を集めることから始める」っていう手法も、みんけんが大事
にしてきたことですよね。

阿部｜そうそう。こういう時に石原さんも私も、ちゃんとびびっ
てるから（笑）、セオリー踏んでますよね。調査して、たくさん
の仮説を検証しながら、探り探り、評議員や執行役や一緒
に活動している地域の声を聞きながら、でしたね。行政担当
者へもアンケートしていきました。新しい制度に対して他の自
治体がやり始めたことを後出しじゃんけん的にやるしかない
様な背景も見えてきました。「猫の目行政」って言われる福祉

行政のこれまでに振り回されている感が強くなってきた支援
者・行政の疲労感も伝わってきたし理解もできた。それでも、
その中で何が必要か考えてみるに、この分野においてもこれ
までと同じ「自分たちの地域に本当に何が必要なのか、地
域の人が自ら考えていくこと」。そして「そのことを誰かがサ
ポートしなきゃいけない」ということが改めてよく分かった。
ここでありがたかったのは、美作県民局さんと一緒に市町村
の担当者をつないで事業化を支援するサポートデスク事業と
いうのができたこと。福祉に関わる例えば社協とか包括とか
色んな課が一緒になって話をするっていう、行政の中の横串
というか連携・連帯といったチームビルディングみたいなこ
とに関わらせてもらって、その庁内連携の大事さを痛感しま
した。

石原｜ここから地域組織支援でもどう庁内連携を進めていく
か、にもつながりますね。

阿 部｜今、地域組織支援でも福祉・防災・空き家に関わる
移住定住や建設・地域おこし協力隊・集落支援員等が地域
課題を出発点に、自分たちのソリューション ( 支援手法や事
業内容 ) を磨きながら地域への支援を行う、という共通の想
いと仕組みを作る取り組みも進めています。

石原｜地域が課題解決できる体質になると、行政もそれに見
合う支援をしていかないといけない。また課題解決できる地
域を作るための環境づくりも行政の仕事になる。その辺を包
括的にだけど、一つ一つをものにしながらつなげてこられま
したよね。

阿部｜思い起こすとターニングポイントだらけですよね。そう
こうしていると上山（美作市上山集楽）でのプロジェクトが
はじまって。これも一つの地域の中で色んな取り組みを一緒
に考えていく。やっぱりどんなに華々しい地域であっても、
地域の声を大事にするみたいなことはやっぱり基本だし、そ
こがないといかんっていうのは再確認をした感じですよね。

石原｜地域おこし協力隊がたくさんはいり、その中に強力な
リーダーがいて地域を牽引しててメディアにも取り上げられて
勢いもある。そして、そこにトヨタ自動車という大きな会社
の支援とテクノロジーがはいる。そんな大きなプロジェクト
には我々の力は要らない、かと思ったけどそんなこともない。

地域を主語に別分野に向き合う
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首席研究員・阿部典子インタビュー

んの持つさらに広いセクターの情報も「こんなことが考えら
れているけど」って話して、実現できない夢のようなことも含
めた仮説を練りますよね。

石原｜執行役会の重要な機能ですよね。

阿部｜で、そんな仮説の中から関係ありそうな必要そうな地
域のみなさんと「そんなのあり？」って一緒に考えてみたりし
ますよね。意外と「アリ」だったりして、チャレンジできたりす
る。制度よりも早く、国や行政や社会が考えるよりもリアルに
解決している地域のことを、しっかり見ながら、できうる仕組
みを考えていく、っていう作業ですね。

石原｜では最後に、阿部さん個人として10年前の自分と比べ
て変わったなというところはありますか。

阿部｜10年前はもっと怖かった。「地域自らが地域課題の解
決することを支援する」っていう立ち位置自体「そんな大それ
たこと、できるはずない」って、ドキドキでした。私はいわば中
山間地域で生まれ育った子で、その経験からも「そんな簡単
に行くかなぁ。これでも難しかったし」っていう不安は大き
かった。地域の人や行政から、ああ言われるだろうな、こう思
われてるだろうなって。すごい覚悟が必要だったから、張り詰
めてて、私自身も怖く見えてたんじゃないかな(笑)。今も怖い
ところはある。でも、仲間が増えたのが一番大きいですよね。
地域の力を信じてきたように、仲間の力も信じて良いと石原
さんやみんなに教えてもらえた10年だったのかな。

石原｜そうですね。最初は西山さんと3人だけでしたから。

阿部｜それがだんだんと増えてきて、いま県南県北2つの事務
所でしょ。所長代理の三村も小野も他のスタッフ達も、高校
生行学とか生活支援とか空き家とか個別避難計画とか、任せ
られることも増えてきて、それぞれが各々信頼できる地域に
出向いて成長させてもらっているのも頼もしくてうれしい。だ
から私自身肩の力がやっと抜けてきたのかも。前は一人で大
きな対象に立ち向かってる気分だったけど、今はその対象全
てが味方になったような。たくさんの地域のみなさん一人ひと
りとも、行政の方々や企業の方とも、それぞれの現場で頑
張って、それぞれの経験を活かしながら、困難なことに一緒
に立ち向かっているチームって感じ。
それぞれ不安だと思うんですよ。だってこれまでしたことない
方法で、そんなに簡単じゃないことをどうにかしようとしてる
んだから。だいぶチャレンジングでイノベーティブですよ。本
当はまだまだ孤軍奮闘している人もまだまだ沢山いると思う。
「良いことなんだけどやれない」とか「やろうとしたら自分だ
けしんどい目に合いそう」とか。そうした不安をみんなでなく
す。一人、事務所で不安な中でびくびく仕事をするよりも相談
できる仲間と話す。それができる。それはこれから大事なんだ
ろうな。自分の10年を思い返しても。

石原｜そういうことを言えるようになるために、この10年、地
域に必要だと思うもののためにつながりも経験も挑戦も積み
上げてきたはずですよね。

阿部｜難しいと思ったら聞くとか知るとか、他のところから
教えてもらうとか。そういうことがやれてきた。これも研究
所だったからですね。で、それをみんなのものにしてみんな
で切り開いていく。いい名前つけましたね。うまくおさまっ
た？(笑)。

の場合はアンケートじゃなくてヒアリングさ
せてもらったんですが、その際にちゃんとした視点で

私たちに食って掛かってくれた。この方、地域のこと考えて
らっしゃるし、あきらめてない。それを感じました。それで、そ
の時仲間に入ってもらって一緒にやっていただいたんですが、
今でも色んなアイディアで引っ張っていってくださってて、そ
のアイディアがおもしろいし、勉強させてもらっています。
真庭市美甘のグランパ美甘の稲田文夫さんにしてもそう。は
じめから評議員として関わって、美甘地域で空き家のこと・移
送のこと・助け合いのこと、執行役メンバーや評議員メン
バーと情報交換しながら、ご自身のフィールドでいろんなこ
とを進められている。地域づくりについても助けられたり助
けたり、の関係ができてて。最近あったのは地域の空き家の
時。初めてチャレンジする地域では、地域での話し合いも、
私たちとも話して他地域のことをお伝えもして、頭ではわかっ
ててもいざという時「うちで空き家活動なんて大それたこと･･･」っ
て足がすくんでしまう。当然ですよね。そんな時「稲田さ〜
ん」って声かけて、一緒にそこの地域の人と空き家見学して
「美甘だったらこうしてますよ～」とか「むしろうらやましい」
とか一緒に話してくれて「それだったら、うちもそういうとこ
ろあるよな」ということから、すくんだ足が解けて動き出せる
ことがあって。そういうことがありがたい。

石原｜こうした先輩がいてくれるからこそ、前に進んでいく地
域は多いですね。

阿部｜美咲町にも津山市にも井原市にも倉敷真備にも、まだ
まだ一緒に歩んできた地域がたくさんあって、あ、これは本誌
13ページの「数字で見る10年」を参照ですね。単なる数字じゃ
ない、この一つ一つと、一緒に走って一緒に泣いて、勇気も
らってきたんですよね。「あの人がこんなこと言ってくれるよ
うになったよ」とか「うち今もち麦カフェオープンするよ」と
か、地域主体を原則に地域の力を信じて始めた地域づくりの
いろんな展開が、また別の地域に広げる力になりました。本
当に。名実共に。

石原｜確かに名も実もですね。

阿 部｜名は体現してくださる存在そのもの。地域づくりって
「それをやって何になるん？」と思われたり、言われたりする
こと多くて、「自分だけ思ってても変わらん」「反対する人
ばっかりで･･･」ってこと本当に多い。そんな中「それをやって
こうなってます」って胸を張って言ってくれる地域がどんどん
出てきて、その人たちの姿がみんな本当楽しそうで、かっこい
いの。こんな地域になりたい、こんな人になりたいって思わ
せてくれる。象徴的なのは動画に収めさせてもらった國米さ
んの言葉「とりあえずやってみょうやぁ(おえなんだらやめ
りゃ～えんじゃけぇ)」「だれもはじめから『そりゃえ～な～』
とはならん。」「できる人から・話合いから始めよう」っておっ
しゃってるんですよね。その動画をいろんな地域や研修で紹
介させてもらうんです。「自分達でもできるかもしれない」
「一歩だけ前に進んでみようか」と楽しさや勇気をもらえた
場面にたくさん出会えた。で、一番勇気づけられてきたのは、
その場面に一番多く出会わせてもらった私。理解されない場
面やしんどい状況でもこの動画を携えて、腐らず、あきらめ
ず、笑い飛ばしながら楽しく前向きに頑張ってこられた。

石原｜いい話。「実」の方もいい話ですよね。

阿部｜ですです。地域主体で「今、ここの」「みんなの声」を大
事にしていくと、必然的に地域は先進的な課題に立ち向かう
ことになります。空き家課題・移送のこと・日常生活の支援の
こと等、ますます深刻化・複雑化する中、地区防災計画や
個別避難計画等の防災、農村RMO・高校生の地域参加等行
政の制度や仕組みをどう地域に良い形で活用できるか、とい
うことをみんなで考えていくのがテーマですよね。行政支援
策や社会の動向に振り回されるのではなく、地域が制度や支
援をどう使いこなせるか、検討して提案していかなくてはいけ
ない。

石原｜SDGs、ランドバンク、移動販売、社会は大きく変わって
ますもんね。新しい視点や手法や価値観も入れて...

阿部｜そんな地域の声を執行役会なんかで共有させてもらっ
て、執行役メンバーから現場プレイヤーとしての気づきも共有
してくれて。そこから国や行政からの情報も入れたり、石原さ

それぞれの不安をみんなで乗り越える
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みんなの集落研究所首席研究員。山口
大学人文学部人文科学研究科修士課程
修了。在学中、都市計画等のプロジェクト
に調査・分析・執筆メンバーとして参画。
その後岡山に戻り建設コンサルタント
を経て、（特非）まちづくり推進機構岡山
等で計画策定の実施や地域づくりプロ
ジェクトの事務局などを歴任。こうした
出会いに後押しされ、石原と地域リー
ダーや執行役メンバーとで、みんなの集
落研究所を設立する。
資格：技術士(都市及び地方計画)・
２級建築士・１級造園施工管理技士・
福祉住環境コーディネーター

阿部 典子
あ べ  　　　　　のりこ



日時   2022年11月25日(金) 13:30～20:00(移動販売サミット 11:00〜13:00)
会場   みはらしプラザ（岡山市北区北長瀬表町2-17-20 北長瀬未来ふれあい総合公園内）
内容   ＜第一部 記念講演会＞
　　　　1.おもいやりの移動販売事業者協会・リレートーク（併催企画）
　　　　2.みんけん執行役 公開座談会「これからの10年で地域はどう変わるのか。私たちは何をすべきか」
　　　　3.記念シンポジウム「集落の知恵袋として歩んだ10年〜地域のキーマンと振り返る〜」
　　   ＜第二部 記念交流会＞
　　　　地域の産品などを使った料理による親睦と交流

第10期記念行事 開催！
お世話になってきた皆さま方と、この10年を振り返ると共にこれからの10年を考える会となりました。 当日の流れ

オープニングアクト・併催企画 ～おもいやりの移動販売事業者協会～

開会・みんけん執行役 公開座談会

記念シンポジウム

記念交流会

代表挨拶　　　　　　　　　　　　　  20代〜30代の執行役による、これからの地域について話し合った座談会

●移動販売（移動スーパー）サミット

移動販売車（移動スーパー）7店が集合（展示販売）

地域のお宝が当たるビンゴゲームも お世話になった方々と 地域の産品を使った料理で大満足

地域のキーマンの方々とこれまでの歩みを振り返り、これからを展望するセッション

みん
けん設立10周年

第10期
記念行事
Report

集落の知恵袋として設立した「みんなの集落研究所」が2022年度で第10期の事業年度を迎えることができました。今日まで私たちが活動
を続けてこられたのも、ひとえに皆様からのご支援・ご協力の賜物です。
そして、一つの節目として、これまでお世話になってきた皆様とこの10年を振り返ると共に、これからの10年を考える記念行事を開催させて
いただきました。ご登壇・ご参加いただいた皆様からも沢山のお祝いのお言葉をいただくとともに、地域に暮らす人や地域を担う人々の
想いを軸として、仕事や教育、農地や空き家など、地域で起こる様々な暮らしの問題について「みんなの集落研究所として何をすべきか。」
これからの10年に向けてあらためて考える機会をいただく時間となりました。
2012年12月に設立総会を開催してから約10年。設立当初に掲げた「だれもが、そこに住みたい、暮らしたいと思う場所へ住み続けられる、
その選択ができる安心感と、その希望を実現する支援」 を実現することを目標に、これからも頑張ってまいります。

事業者の皆さんの熱いお話が続く

●リレートーク
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阿部｜國米さんとは地域で助け合い事業を進めるために岡
山県で初めて自治会単位でNPO法人化した「スマイル・ち
わ」の設立を縁にご一緒していましたが、住民自治協議会
の取り組みに挑戦するのには覚悟が必要でしたよね。

國米｜津山市には連合町内会というものがあり、364ある
町内会が4～5に分かれています。市町村合併の際に上加
茂の単位で連合町内会ができ、津山市の打診を受けて平
成20（2008）年にモデル地区とし
て上加茂地区住民自治協議会が
設立されていました。が、8年目に
「地区全体でイベントをするだけ
なら連合町内会でもできる。協議
会は解散しよう」という動きが起
こりました。

阿部｜協議会の意義が見えなかった時期ですね。

國米｜その時わたしはちょうど町内会長をしており、みんけ
んが津山市の事業で協議会の立て直しをすることになった
と阿部さんから聞きました。

阿部｜そうそう。上加茂の各町内会長さんにヒアリングを
させてもらったんですよね。「上加茂全体ですることがある
んか」というところから始まって（笑）。

國米｜みんけんとやれるんだったら、一回やってみようと声
を上げました。解散するのはいつでもできるから。

阿部｜そこから上加茂全体(知和・物見・河井・山下・青柳)
で集まり始めたんですよね。最初は「各町内会の自慢でき
る物・人を出したり、年間行事を共有しよう」というところ
からでしたね。

國 米｜そこから少しずつ話していくうちに「自分たちだけ
じゃなくてみんなの意見を反映する全員アンケートが必
要」ということになって。

阿部｜そこから全員アンケートの実施でしたね。

國米｜何を聞くか考えるのに半年かかりました。集まる会
は3カ月に1回で良いという声もありましたが、月1回

集まることを提案しました。

阿部｜月1回集まるようになって、みんなが自然に参加する
雰囲気ができましたね。

國米｜アンケートの後、何に取り組むかということで地域
支援部会・空き家部会・福祉部会の3部会に分けました。
空き家部会では把握している空き家を地図にマークした
り、その流れで空き家リストを作ったりと、できることから
進めていきました。いま地域支援部会は農地のことについ
て話し合っています。

阿部｜今年度から始まった「加茂の今後を考える会」です
よね。

國米｜県の事業でみんけんが始めた農地の地図ワークの研
修をきっかけに、旧加茂町全体でも続けてできないか阿部
さんに相談して始まりました。

阿部｜はじめは「確かにアンケート結果で空き家も農地も
課題としてあがったけどそう簡単には･･･」という雰囲気が
あった。けど、みんなで地図に状況を落としこんで、空き家
見学、1軒の改修から移住へつながり、そこから加茂全体
で農地のことも考える場が作れてきたんですよね。

國米｜空き家ワークショップをきっかけに移住して農業を
頑張ってくれる田邉さんが入ったことで、地域全体で農地
の維持管理を手伝うなど、農業をサポートできるように話
合いを進めています。農地を30年先に残すために、作物を
作ってくれと言うだけでなく、地域の皆でサポートできる体
制づくり。資源を上手に活かせるように何とかしてやってい
きたいと思っています。

阿部｜「できることから」と言いながら、いろんなことが始
まって、どんどんつながっていってますよね。

國米｜今度はスマイル・ちわが生活支援で入っていた家が
2・3軒空き家になり、管理しながら一緒に利活用を考える
ことになりました。

阿部｜地域の助け合いが空き家や農地の管理をすすめると
きにもつながるんですね。

國米｜NPO法人スマイル・ちわも今年度10周年を迎えるこ
とができました。みんけんの三村くんのおかげで知和に津
山東高校の生徒たちが来て、新しい風も入れてくれていま
す。大学生との取組みもしています。一緒に課題を見つけ
ながら解決できたらと思っています。実は空き家の話はみ
んけんに連れていってもらった高梁市宇治のことがずっと
頭に残っています。上加茂地区に合った情報を伝えてくれ
て相談できるのがみんけん。ぜひ導いてもらいたいし一緒
に歩けていけたらと思っています。

津山市上加茂地区住民自治協議会の
取り組みについて

住民自治協議会への挑戦

記念シンポジウム
集落の知恵袋として歩んだ10年～地域のキーマンと振り返る～

地域に住み続けるために「支え合い、助け合っていこう」と住民有志で
NPO法人スマイル・ちわを立ち上げ、地域の便利屋事業をスタート。上加茂
地区住民自治協議会としても、課題解決の地域づくりの調整役として、地域
内外多くの人と連携し、移動・空き家・農地等多様な課題に挑んでいる。

國米 彰

上加茂地区住民自治協議会
マネージャー
特定非営利活動法人スマイル・ちわ
理事長

みんけんが最初に住民全員アンケートの支援に取り組んだのが、ここ宇治
地区。課題を共有した上で、楽しく、無理なく、できることを少しずつ増やし
てきた地域づくりの巻き込みと雰囲気づくりに大きく貢献してきた。「過疎
地域自立活性化」優良事例で「総務大臣賞」を受賞し、今は移動の助け合い
やもち麦を活用した特産品やカフェの展開も。中曽 まゆみ

高梁市宇治地域市民センター
事務長

県主(あがたぬし)地区まちづくり協議会のリーダーであると同時に、井原
市全体のまちづくり協議会の共有や学び合いが大切、との想いから「井原
市まちづくり協議会連絡会議」の設立を提案。会長として井原市内の各
地区まちづくり協議会との連携を図りながら、課題解決のための地域全体
の声を市政に届ける取り組みを行っている。岡田 章文

井原市まちづくり協議会連絡会議
会長
県（あがた）の里まちづくり推進協議会
会長

この記事は2022年11月25日開催「第10期記念行事」で行った、記念シンポジウムの内容を編集して作成しています。

上加茂地区住民自治協議会 マネージャー
特定非営利活動法人スマイル・ちわ 理事長

國米 彰

みん
けん設立10周年

第10期
記念行事
Report

こくまい　   　あきら

おかだ　　　    あきふみ

なかそ

コーディネーター

阿部 典子

NPO法人 みんなの集落研究所
首席研究員

コーディネーター補佐

三村 雅彦、小野 賢也

NPO法人 みんなの集落研究所
研究員

記念シンポジウムの様子は動画でもご覧いただけます

美作市上山在住
助け英田・しちゃろう会
事務局

須田 悦子
す だ　　　　    えつこ
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阿部｜出会いは平成23（2011）年の買い物の取り組み。県
のモデル事業として地域で買い物の取組みで何かできない
か、というので一緒に考えていきました。その後、まちづく
り講座でおじゃますることも。岡田さんは井原市まちづく
り協議会連絡会議の会長として
も大変頼りになっています。井原
市には13のまちづくり協議会があ
り、この13協議会の連絡会議で
す。岡田さんは県の里まちづくり
推進協議会の会長として連絡会
議の設置に尽力され、現在会長
を務められています。

岡田｜約10年前に井原市から提案があり、まちづくり協議
会を設置しました。地区によって温度差があり、活動する
中でできれば13地区が同じレベルでまちづくりを進めてい
こうとしたときに、情報共有・地域課題解決の勉強のため
に各会長さんに集まってもらい、連絡会議をつくろうと声
掛けしました。

阿部｜美咲町など、この井原市のまちづくり協議会連絡会
議の取り組みをお伝えすることで参考にしてくださる自治
体があります。また、やりたいと思ってもリーダーさんが同
じ方向を向いていない、そもそも自治体がうまく説明をし
きれないという場合があり連絡会議を作りにくい場合もあ
ります。市の協働のまちづくり事業が10年経ち、自分たち
で協議会の仕組みを見直し提案したいと、岡田さんから相
談いただいたんですよね。

岡田｜みんけんの阿部さんと一緒にだったらできるかな
と(笑)。

阿部｜私も井原市まちづくり協議会連絡会議となら、しっ
かり考えて良い提案が絶対できる。凄いと思いました。

岡田｜まずは協議会活動の10年を13の協議会で自ら振り
返り、自分たちでできる改善を考えました。仕組みの改善点

記念シンポジウム｜集落の知恵袋として歩んだ10年～地域のキーマンと振り返る～

中曽｜平成の初めに地域の中学校が廃校になるとのこと
で、地域が一致団結して統合反対を訴えました。結局中学
校はなくなってしまいましたが、
これをきっかけに都市との交流
を中心に地域活動を盛んにする
ようになりました。一方で、人口
減少・少子高齢化が進み、地域
では「頑張らなきゃ」という想い
があってもマンパワーの不足など
で課題が膨らんでいました。

阿部｜みんけんで住民全員アンケートを最初にしたのが宇
治でした。その当時まだまだ活性化に向けた取組みが主流
だったのですが、宇治のみなさんと話をする中で、日常の
生活をどう維持していくか、地域で頑張っている人たちの
不安をどうしたらなくせるかが大事だと感じました。「宇治
だったら住民全員アンケートを一緒に挑戦できるかもしれ
ない」と感じました。

中曽｜この10年前に1世帯1回答でとったことはありまし
た。対して、みんけんと一緒に作成したアンケートは1人1
回答、中学生以上全員が対象で80%の回収率でした。
中学生が自分の将来を考えた時に地域のことをどう考えて
いるか、真剣に考えてくれていたり。この10年の取り組みを
支える良い結果が出たと今でも思っています。

阿部｜どうしたらこの結果を力にできるか、ここから何を
やっていくのか、みんなで時間をかけて考えましたよね。

中曽｜自分たちだけだと数字だけを見て「あぁそうか」で終
わってしまっていたと思います。データを分析してもらって
それを一緒に見ながら、いま何が必要なのか、どう活かすか
を考える。自分たちだけではなかなかできないことでした。

中曽｜20～80代のメンバーで宇治の明日を考えるプロジェ

クトチームを招集し、これからの宇治のためにどの行事を
残せばいいのかを考えました。やり方を現状に沿った形へ
変えることで、これから安心に暮らしていくために必要な
行事を残すという形で仕分けができました。

阿部｜行事仕分け後の活動もよかった。

中曽｜融合できる行事は何かと考え、子どもたちの学習発
表会と地域の演芸発表会を同時開催にしました。マンパ
ワー不足の解決、経費の削減ができ、親睦も図れ、いまの
地域にあった行事に変化しました。

阿部｜小さな改善が生まれ、楽しくアイデアを出しあえる
雰囲気が生まれていますね。「お雑煮サミット」も(笑)。

中曽｜宇治には17世帯32名の移住者が暮らしています。旧
正月に移住者の出身地のお雑煮を作ってもらい披露する
んです。口コミで広がって多くの人が参加してくれました。
移住者の出番づくりや、出身地自慢にもなる楽しい場に
なっています。

中曽｜次に何をするか考えた時、増加する耕作放棄地対策
として、もち麦を植えることにしました。宇治雑穀研究会と
して活動していて、皆さんに応援してもらっています。メン
バーの平均は70歳前後、宇治は高齢化率60%ですが気に
してはいません。生きがいを持って動ける組織を地域の中
で大切にしていきたいと思っています。

中曽｜山ほどあるんですけど(笑)。人口減少・少子高齢化
が大きな課題であり、多様な考え方の中で、まちづくりを
進める大変さがあります。
アンケートによって、一人ひとりに地域のあり方について一
度立ち止まって見つめていただいたことは本当に大きかっ
たです。阿部さんに新しい風を吹き込んでもらった気がし
ています。そのことをきっかけに困難な課題に向き合う姿
勢をみんなで持てるようになったと思います。
まだまだ課題満載ですが、色んな場面でご相談させて頂い
たりご指導いただいたりしながら、長くお付き合いしてい
けたらと思うので、よろしくお願いいたします。

みんけんとの出会い
行事仕分け後から、現在の取組みについて

みんけんに期待すること

もち麦栽培で耕作放棄地対策と地域活性化を

宇治地区での住民全員アンケート

想いがあっても課題が膨んでいた きっかけは、買い物課題解決モデル事業

まちづくり協議会の仕組みを自分たちで見直したい

行事仕分けで楽しくアイデアを出す雰囲気に

についても何度も協議しプランを作って令和4（2022）年3
月に井原市長へ意見書を提出しました。

阿部｜仕組み改善の提案のための検討会ってともすれば行
政に注文をつける会になりがちですが、この会は違いまし
た。自分たちが「ここまでやってこういう工夫をしている
よ」という話が最初にたくさん出てきて、その上で行政の仕
組みのどこを改善するのが良いか考えていった。この10年
の積み重ねがあったからこその主体性と意識の高さで、
すごく貴重な体験でした。

岡田｜この結果、今年度井原市庁内での検討チームもでき
るようになりました。私は連携という言葉が好きなんです
が、地域の中での各種団体が連携することに加えて、行政
庁内で連携することも大切だと考えています。
空き家問題一つでも、行政庁内で連携してもらわないと登
記のことなど絡みがあり、なかなか進展しません。地域も
空き家調査をして連携していく。賃貸、売却で空き家バン
クへ登録できるものはそのように進めていきます。

阿部｜庁内連携の仕組化や行政職員のチーム形成につい
て、今年度（2022年度）4回ほど協議を実施しています。み
んけんもお手伝いしていますが、行政担当者も地域からの
声に真剣に意識を傾けながら検討を続けています。

岡田｜井原市は生涯学習課を中心にして幼少期からの人づ
くりに力を入れています。これも地域と行政との連携です。
人づくりと地域の連携について具体的なアイデアも出てき
ており、今後が楽しみなところです。
教育と地域を一緒に進めるための方法やアイデアを出して
いきたいと思っていますし、連絡会議の方向性の一つとし
て参考になると思っています。

阿部｜人づくりとまちづくり、本来同じもののはずですもの
ね。これからの連携、楽しみですね。

岡田｜今、県主（県の里）地区で備中県民局の地域の課題
解決支援事業を活用して、大学生と一緒に地域課題の解
決に取組んでいます。どうやって行こうかなと思っていたと
ころに、みんけんが入ってサポートしてくれたことで、テー
マを「子どもたちを巻き込んだ地域づくり」として、良い方
向に進んでいます。
そういった形でできるのがみんけんの良いところ。
これからも、初めて挑戦することを一緒に考えて新しいや
り方のヒントをもらえると心強いです。

みんけんとの出会い

みんけんに期待すること

高梁市宇治地域市民センター事務長

中曽 まゆみ
井原市まちづくり協議会連絡会議会長
県の里まちづくり推進協議会会長

岡田 章文

25 26



みんけん執行役 公開座談会
これからの10年で地域はどう変わるのか。私たちは何をすべきか。

水柿｜今後の地域がどう変化して、それに「みんなの集落研究所
（以下：みんけん）」はどう対応するのか。執行役メンバーの
中でも地域おこし協力隊の支援や国の事業で全国規模での動き
の多い藤井さんから、まずは語っていただければと思います。

藤井｜今後10年の地域の変化と課題ということですが、これは
まあいろいろあって、お酒を飲みながら話したかったくらいです
が…。
まずは行政のこと。2040年には公務員が半分になり、行政が地
域のことをできる余裕がなくなってくるだろうなと。これまでみん
けんは地域自治の推進ということでやってきているが、一層、地
域の困りごとを地域で解決しなければならないようになっていき
ます。地域自治といっても、そういうメンタルを持って動ける人
がいる地域とそうでない地域があり、この10年はお金をかけら
れる最後の投資期間だと思いますので、人材育成をしっかりやっ
た方がいいと思います。自治のメンタル、そのスキルも含めた人
材の育成とその出口づくり。公務員で半分自治のことをやる人を
おけるような枠組みがあると良いのではないでしょうか。
地域での住まい方については、人が減っていてコンパクトに暮
らそうと言いながら、協力隊制度などを通して過 疎地や中山
間、離島に人が入っていっているんですよね。ぼくの集落もそう
ですけど、ぼくが35歳で、その次が70・60後半なんですよ。20
年くらいすると皆さん高齢でいなくなります。すると現役世代が
ぼくしかいなくなることになりますね。そうすると、広く薄く人
が住んでいくわけですよね。広く薄く住んで地域を維持するため
には、色んな仕事をかき集めてオンラインで仕事をしながら暮
らすことも一つの手です。水はむかし集落でやっていましたし、

インフラは大きなものからコンパクトに地域ごとに変えていく
必要があるのかもしれないです。電気は自分で発電して地域の
中で自給していくことになるかもしれません。広く薄く住めるよ
うなビジョンを整理して進めていくことが必要ではないかと思
います。
あとは自分が子育て世代ということもあって、やはり子育ては
大事だなと。子どもがいない地域はなくなっていくわけですか
ら、お母さんをもっと大事にできるような枠組みや制度・政策
がいまの期間にあるといいなと思います。
そういう中でみんけんは何をすればいいのか。みんけんはこれ
まで主体を育てるということで、地域に寄り添う形でやってき
ましたが、これからの10年では高校生との取り組みなど次世代
への投資と、出口を制度として設計するような働きかけをして
いくことが大事になると考えています。

水柿｜ありがとうございます。いただいた総論を受けて、これか
らのことを各論で話していきたいと思います。まずは大学時代
の藤井さんの同期でもある梅谷さん。藤井さんの話を聞いて思
うところや、この10年くらい農村で活動してきた中で見えてきて
いる地域の変化などがあればお話しください。

梅谷｜藤井とは学生時代から一緒に活動し、大学では農業や
環境のことについて学びました。その頃もすでに人口減と過疎
高齢化は言われていて、地域にプレイヤーがいないのが問題だ
と思ったことをきっかけに、20 代前半で農村に飛び込みまし
た。でも、現場に行けばそこで農 業を続けている人はまだい
て、例えば田んぼの取水排水についても一人で悩まなくても、

今後10年の地域の変化と課題

地域での住まい方と引き継ぎ方

みん
けん設立10周年

第10期
記念行事
Report
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この記事は2022年11月25日開催「第10期記念行事」で行った、みんけん執行役公開座談会の内容を編集して作成しています。

東京都生まれ。法政大学在学中に休学し2010年7月から2013年3月まで、美作市・上山
地区に地域おこし協力隊として暮らし、大学卒業後の現在も岡山県美作市上山に住
む。棚田再生活動のほか、みんなの孫プロジェクトの代表取締孫として高齢者の生活
支援事業なども行う。みんけんでは総合事業関係の取り組みのほか、トヨタモビリティ
基金の助成事業「みんなのモビリティプロジェクト」で地域の助け合い組織「助け
英田しちゃろう会」の設立に大きく貢献した。

水柿 大地
みずかき　　　　 だいち

奈良県出身。岡山大学大学院修了後、美作市・上山地区に地域おこし協力隊として
移住。終了後、棚田再生や鹿革活用、企業対応などを行う。40年の空き家古民家を改修
し宿泊客受入も行う。
みんけんでは農泊支援、地域おこし協力隊支援などを担当。またトヨタモビリティ基金
の助成事業「みんなのモビリティプロジェクト」では、実施団体側と支援側の両方の
立場で取り組みを行った。

梅谷 真慈
うめたに　　　　  まさし

高校中退、通信制大学卒業。笠岡市飛島にて2018年、飛島ガーディアンプロジェクト
を設立。2020年からは飛島地区集落支援員も務める。
学習塾 結ゼミナール鴨方教室教室長（教員免許「中学校社会」「高校地歴」）、育海
副代表（一般社団法人飛島学園・フリースクール育海)なども務める。みんけんでも若
者と地域をつなぐプロジェクトなどを担当。

日置 幸
ひおき　　　みゆき

「総社を５日間以上離れたことがない男」。岡山県立大学を自主卒業（中退）。
2013年から家庭教師をはじめ、2015年に学塾 誠和学舎を設立。2022年に一般社団法
人ON-DOを設立。誠和学舎も法人内事業として運営。2016年よりNPO法人総社商店
街筋の古民家を活用する会の理事、2018年からは副理事長も務める。みんけんでも
若者と地域をつなぐプロジェクトなどを担当。

高山 和成
たかやま　　　   かずなり
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栃木県生まれ・北海道育ち。三重県〜静岡県〜神奈川県と古民家を巡って活動後、 
2016年1月から浅口市地域おこし協力隊として市全域を対象とした地域支援を行う。
2017年5月に一般社団法人moko’aを立ち上げ、空き家空き店舗を活用した地域拠点の
運営を中心に、住民主体の移動サービスや地域計画策定の支援、地域で活躍できる
人材の育成支援を行っている。みんけんでは笠岡市における地域組織支援、空き家
に関する事業などを担当。

沖村 舞子
おきむら　　　 　まいこ

みんけん監事。武蔵野大学人間科学部社会福祉学科助教。
米国で非営利組織経営管理修士・ソーシャルワーク修士を取得後、現地財団やNPOで
プログラム開発に従事。その後、日本ファンドレイジング協会にて社会的インパクト
評 価・マネジメント支 援やインパクト投 資、社 会 性評価や認証に係る調査研究を
担当。

清水 潤子
  しみず　　　　  じゅんこ

（オンライン参加）

岡山県岡山市生まれ。岡山大学文学部卒業。
同大学院を中退し美作市地域おこし協力隊として活動し、任期後、NPO法人山村エンター
プライズを設立し地域人材の育成に取り組む。2016年から岡山県の地域おこし協力隊
ネットワークの代表。地域おこし協力隊サポートデスク専門相談員として全国各地で
活躍している。みんけんでは、地域おこし協力隊の導入支援、自治体の支援などを担当。

藤井 裕也
ふじい　　　　　 ひろや

（ビデオメッセージ）
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聞けば教えてもらうことができるタイミングでした。
しかし、この3・4年、わたしに関して言えば家族ができて
子どもも増えましたが、それ以上に地域の方々がお亡くな
りになって減っていく現状を目の当たりにしてきています。
この先あと5年位で、わたしの関わっている地域の方々との
お別れがさらに来るのかなと思っているので、その代わり
をどうちゃんと担っていけるか、「任せたよ」と言ってもら
えるかが大事だと思っています。お世話になったとある方
がなくなった時は遺族の方と話ができていたので、空き家
と農地を引き継ぐことができました。この10年間で良い関
係を築いてこられたのではないかと思っています。
また、やっていく中で、猟友会や消防団、地域の評議員な
ど様々な役をまかせられるようになってきました。子ども
のために時間を使いたいと思う一方で、地域の中で生活し
ているわけですし、地域があって家族があるので、その良
いバランスをどうやってとるべきか、そのためには新たにご
近所に増えてもらうような空き家の活用をする必要がある
のではないかと。「この地域がいいな」と選択的に地域に
土着したいという人たちが動ける仕組みや地域の方の想い
を含めた関係性づくりが、またこの10年、というか5年くら
いで大事になってくると考えています。

水柿｜これからを見据え、危機感を持ちながら動いて、引
き継いでいるということですね。みんけんの中でも空き家
対策を担当することが多い沖村さんはどうですか。

沖村｜わたしが住んでいるのは浅口市の寄島町という海沿
いの街ですが、住宅が密集しているので、手をいれにく
かったり、車が入りにくかったりする場所で空き家がどんど
ん増えています。浅口市は県南でJRも高速も通っている便
利で人が多い地域ではありますが、空き家の数は中山間
地域と並ぶくらい増えてきていると思います。新築もどん
どん建ってますが、同時に空き家も増えていっている。わ
たしも最近空き家を購入してリノベーションして住んでいま
すが、それでも私たちの力だけではなかなか解決できない
ですよね。日置さん、島の方の空き家はどうですか。

日置｜わたしは笠岡市の飛島で活動しています。島の空き
家は皆さんの想像通り多いです。20数名の居住人口で家
は70軒あり、そのうち空き家は20数軒。空き家をこれから
どうしていくかあまり考えていない人が多いです。「どうし
ていこうか」というのは活動してる支援者の視点で、島民
はあまり危機感がありません。その辺りの意識をマッチさ
せないと、そもそも使う・使わない・借りるという話になっ
ていきません。

沖村｜島によって歴史や背景が違い、家の建て方や空き家
の質（状態）も違いますよね。陸地部であってもすぐ貸せる・

みんけん執行役 公開座談会

使える空き家がなかなか出てこない。どんなに外の人たち
が「住みたい」といっても、地域の受け入れる体制が整っ
ていないと空き家の課題は解決できません。なので「いま
の状態がどうなっているのか」「本当に空き家があるの
か」「使える空き家はどれくらいあるのか」「誰に言えば借
りられるのか」といったところまで地域の方と一緒に調査
をしています。

水柿｜担い手が減少している地域でどうフォローしていく
か考えられていることはありますか？

沖村｜みんけんとして大切にしているのは寄り添う力。現
状把握を一緒にしていく、現場の情報をどう吸い上げてい
くか。コミュニケーション能力やファシリテーション能力
といったものです。これは意識すればできるようになって
いく能力でもあり、一人一人が意識をもてば今日参加して
いただいている方やわたし達が関わらせていただいてい
る地域の方々も、そのようなスキルを持った人材になりえ
ると思っています。

水柿｜根本からしっかり寄り添って、引き出して、次に渡し
ていくということでしょうか。

梅谷｜上山地区の消防団では若手の消防団員がほぼ移住
者メインになってきて、地元の方でも30・40代の方が多
く、皆さんスマホをお持ちです。今みんなが当たり前に
使っているLINEを取り入れるだけで見える化が進み、連
絡の負担が楽になりました。そんなことでも変わってくる
なと。
「これが足りない」というのを皆が見れたのが大きいんで
すよね。「これが足りないんだ。じゃあわたし関わろう」
とか、頼まれた時に「みんなできないなら、やってみよう
かな」という心のハードルが1つ下がったような感覚があり
ます。

水柿｜10年くらい前ですが「役場に行く前に、まず自分た
ちに何ができるかを整理して、できないことを明確にして
おけば応援はしてもらえる」と地域の方に教えてもらいま
した。行政に何でもかんでもやってくれと言っても、行政
側もこれからリソースがなくなっていく。地域がある程度
整理して「ここまでは頑張るから、ここからはよろしく」と
いう話ができると引継ぎもしやすいですね。

水柿｜2年前の執行役改選時に今のメンバーで足りないも
のは何かを話し合った結果、「教育や子育て世代への取り

組み」という結論になり、そこでお声かけをしたのが塾やフ
リースクールを経営されているお二人、日置さんと高山さん
です。
まずは民間で塾運営をしている高山さんに、あえてお聞き
したいのは地域の公教育がどうなっているのかということ
です。

高山｜昨年度まで総社市教育委員会にも所属していて、10
年くらい発達障害や不登校の子どもと関わる機会が多くあ
りました。総社市は県内でも有数の不登校の取り組みに力
を入れている自治体ではありますが、一時期を頭打ちに増
加傾向となっています。中学生では一クラスに一人か二人
不登校の子がいて、社会問題と言われています。学校とし
ては子どもに登校してほしい思いがありますが、子どもが
学校に行かないこと自体は問題ではなく、フリースクール
や塾に通うことで教育の機会は得ることができます。た
だ、その後の自分のキャリアを作る上で大きなリスクが
あって、そういう子は学校の先生と話せず、他の子がどうい
う風に進路を考えているかに触れる機会がないことが課
題となっていました。三村研究員のような地域コーディ
ネーターが高校に入って支援し、興味関心に沿った探求学
習を高校時代からできるようにすることは、それぞれの
キャリアを考える上でも大事だと思います。わたしも民間と
してサポートをしなければならない、主体にならないとい
けないと考えています。

水柿｜島根県の海士町などを筆頭に、高校魅力化の一環
で地域に飛び出していろいろと学びを得ていくというのが
一つのトレンドになっていますね。

高山｜高校生が地域に出ること自体はそれこそ全国的なト
レンドになっていますが、難しいのは高校の先生はその
地域に住んでいないことが多いので、地域の事業者や役
場とつながりがないことです。高校に関わりだしたのが
5・6年前になりますが、最初の問い合わせは「市役所の
どなたに連絡をすればいいのでしょうか」で、知り合いの
職員につなぎました。高校の先生も地域との接点がないま

ま進めていて、苦労されているところも多いのではないかと
思います。
水柿｜地域づくりの授業で積み上げたものも、3～5年した
ら先生が異動になることもあるので、そこもまだ課題なのか
なと。

高山｜生徒が3年ごとに卒業する上に先生も変わっていくの
で、継続して関われる自分が、去年まではいなかった管理
職の先生に「去年はこうでしたよ」「この地域はこんな雰囲
気でされていますよ」と、つなぐ役割ができているので何と
かなっています。中間に入っていく人が地域に根差している
かどうか、教育について何らかの思いがあるかどうか、とい
うところを基準に考えないといけないし、先ほど沖村さん
の言ったコミュニケーションやファシリテーションの力は必
須になると思うので、それができる人材育成をしないといけ
ないなと思います。

水柿｜みんけんスタッフのような若手でもいいし、地域の方
で先生の代わりになれる方だったら年齢問わずになっても
らえるということですかね。
高山さんの発言で面白いなと思ったのが「子どもが学校に
行かないこと自体は問題じゃない」というところです。子ど
もが学校に行けていなくてもほかで学ぶ機会を持てていれ
ば、それは問題ではないということですね。地域側から見る
と自分の出身だから小学校に愛着があるとか、子どもにも
学校に行ってほしいという感覚があると思うんです。子ども
の視点に立てば、たしかに無理して行く所ではないのかも
しれないですね。

高山｜それもこれからの10年の話になると、学校の役割は
変わっていくべきだと思っています。義務教育だから全員行
くものという建付けはあるにせよ、そこでどんなものが得ら
れるのかと考えた時に、子どもの学び方は学校1つに限らな
い。フリースクールの取り組みなどは気になりますし、義務
教育で得られないものがそこで得られるなら、そういう学
びを得たい子ども・学びを授けたい保護者の方は間違いな
くいるのではないかと思います。

日置｜島でフリースクールをしていますが、全国的にもフ
リースクールの数は凄く増えています。というのも不登校の
子どもの数がどんどん増えているからなんですが、中身は
色々あって、わたしがやっているのは離島留学をメインにし
ています。飛島にはとっくに学校はなく、校舎が残っている
だけです。島に子どもはいないんですけど、不登校の子をメ
インに親元を離れて半年から1年単位で島で生活をする、希
望があれば学区の陸地部にある学校に通うという取り組み
を始めて2年になります。いま5人の中学生が親元を離れて
暮らしています。
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みんけん10年間の

サマリー
活動

みんなの集落研究所は集落のシンク
タンクとして毎年実施する成果報告
会で、様々な地域と取り組んできたこ
との成果や、これからの地域に必要な
テーマ・制度・手法についての考察を
報告してきました。ここではそれらを
まとめたサマリーを紹介いたします。

p.33 p.68

親御さんは藁をも縋る思いで、何とかキッカケがないかと
考えてフリースクールとか離島留学と検索して見つけてく
れるんですけど、最初はコミュニケーションが全然とれな
い子も来ているんですよ。行事をしても普段はおじいちゃ
ん・おばあちゃんばかりで、椅子を運ぶのも大変なんです
が、子どもたちが椅子や机を運んだり、草刈りや溝掃除を
手伝うだけで「ありがとう！」「たすかったわ～」って言って
もらえるので、子どもたちはそれが嬉しくてだんだんお手
伝いもしてくれるようになるんですよね。
地域のエネルギー・パワーはどんどん減っていくと思います。
離島に限らず。でも子どもたちがそうやって入っていくこと
で、おじいちゃん・おばあちゃんの寿命は伸びていると思
います。その子に会うためにわざわざ船に乗ってお菓子や
ジュースを買って帰って忍ばせてるわけですよね、カバンの
中に。で、顔を見たらお菓子をあげる。会うのが凄く嬉しい
みたいです。
10年前わたしはちょうど高校生だったんですけど、わたし
も不登校で学校に行ってなくて中退もしたんですけれど、
不登校の子どもの状態もこの10年で凄く変わっていて、わ
たしの頃は比較的苦しんでいるというか辛くて辛くて外に
出られない。いまもいると思うんですけど、いまの学校に
行っていない子ってあまり苦しんでいないというか、普通
に過ごしてません？

高山｜積極的に休んでいる子もいますし。

日置｜凄くそれが不幸でどん底に落ちてみたいなご家庭も
あるんですけど、マイペースに休んでるというか。「今日は
行かんでいいか」みたいな子もいますよね。なので、不登校
や学校に行かない質も変わってきているので、この先10年
も色んな選択肢ができて色んな子どもがいると思うんです
けど、地域に子どもが入れば地域が元気になるのは、この
先10年も変わらないと思っています。色んな学びの場がで
きて子どもも地域も嬉しくなるというか、相互に支え合っ
ているので教育といいますか、子どもと地域は欠かせない
と思います。

水柿｜これまでのみんけんは農業や社会福祉、高齢者の課
題解決から、いまは子育てや教育も含めてやっていこうか
という流れに来ていますが、監事の清水さんから見て組織
の在り方や社会的な課題として取り組めることがあるん
じゃないかということがあればお願いします。

清水｜わたしは個人的には福祉を「サービスとしての福祉」
みたいに狭義的に捉えるのは、地域においては不十分だと

みんけん執行役 公開座談会

思っていて、人々が生きていく上でとか日々の営みに関わ
るすべての視点だなという気持ちを持って、仕事や学生と
の触れ合いをしたいと思っています。みんけんの活動って
まさにそこにつながっていくことだなと感じています。農・
食・防災も本当に日々の人々の暮らしを支える根幹だなと
思っているのと、やはり縦割りでは解決できないことは
ずっと言われていると思うんですけど、そこの間を掛け算
的に越境してコーディネートしてやっていく力っていうの
がこれまでのみんけんの歩みにあったりだとか、違う領域
を越えて通訳をしたりだとか。世代を越えて間に入って
という役割・機能を果たしてきたのかなと思っています。
これは今後の地域づくりなど、どういう領域においても必
要な力であり機能であると思います。
今後に関しては、先ほどもお話に出ていた「足りないもの
を共有できていることが強みだね」という話があったの
と、「地域の代弁者であり主体を育てる」という話になっ
た時に何か難しいものをやっていくというよりかは、でき
るものとか参加のしやすさを作っていく仕組みづくりが重
要になっていくと思いました。改めてそこを軸に置いて
やっていくことが求められるのではないでしょうか。

水柿｜広く薄く住む、一人一人に寄り添って暮らす、という
ことにはコストがかかります。コンパクトシティなど、集
まって暮らすという論もあります。ですが、みんけんの今後
の寄り添い方としては、地域が小さくても自治ができる力
を蓄えて、今まで10人のうち3人しか動けなかったのが、5
人になったけど4人が動けるようになったとか、小さくても
動ける人を育成していくことになるのではないでしょうか。
この地域で暮らしたい！という人たちに寄り添う組織とし
て、知識経験を蓄えながらやっていけると良いのかなと思
います。

みんけんのこれから10年の役割
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公開座談会の様子は
動画でもご覧いただけます
QRコードをスキャンして見る
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住民アンケートの実施による主体づくり
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2018年度 文責：阿部典子



 

 

小規模多機能自治の推進 

 

島根県 兵庫県 岡山県

雲南市 朝来市 総社市

合併を契機として計画をつくり、
条例制定し、住民自治を推進

第1次総合計画の理念を元に、
条例制定し、住民自治を推進

補助金の統合を主目的

実施組織 地域自主組織 地域自治協議会 地域づくり協議会

組織化の
時期

H17～19 H19～20 H26～27

組織数 43（全域） 11（全域） 17（全域）

概ね小学校区 概ね小学校区 概ね小学校区

拠点施設
の数

29 11
0

※公民館分館を想定

設置 公設 
公設

地域所有
（公設 ）

管理方法 指定管理 
直営

指定管理
（直営）

財政支援
包括交付金
指定管理料

包括交付金
指定管理料

包括交付金

人的支援 担当職員の配置 担当職員の配置 なし

その他
支援

自慢大会
事務研修

視察受け入れ　など
不明

自慢大会
事務研修　など

「雲南市まちづくり基本条例」
この条例を「最高規範」に位置づ
けることを明らかにしている。（雲
南市まちづくり基本条例 附属資
料より）

「朝来市自治基本条例」
前文に「市民自治のまちづくりを
実現するため、朝来市の最高規
範として制定」と明記されてい
る。

なし

人的・資金的援助手厚く、全市を
あげて組織的に取り組んでいる。

逐次解説書には制定の背景・プ
ロセスも記載あり。情報開示手厚
い。

なし

市による
支援

条例

備考

都道府県

市町村

設立経緯

組織

エリア

活動拠点

みんけん10年間の活動サマリー

小規模多機能自治の推進

2016年度 文責：西山基次
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地域自治組織制度づくり及び地域自治組織立ち上げ支援業務 

2016年度 文責：梅谷真慈

津山市地域支援員派遣・住民自治協議会支援 

2017年度 文責：小野賢也2017年度 文責：三村雅彦

津山地域支援員派遣・住民自治協議会支援

みんけん10年間の活動サマリー

地域自治組織制度づくり及び地域自治組織立ち上げ支援業務

37 38



小さな拠点の形成にかかる地域主体と体制の構築 

2020年度 文責：小野賢也

みんけん10年間の活動サマリー

小さな拠点の形成にかかる地域主体と体制の構築
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新しい介護予防・日常生活総合支援事業の導入に向けた支援 

 

みんけん10年間の活動サマリー

新しい介護予防・日常生活総合支援事業の導入に向けた支援（2015年度）

2015年度 文責：西山基次
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新しい介護予防・日常生活総合支援事業の導入に向けた支援 

市町村 開始時期 市町村 開始時期

岡山市 平成29年4月 浅口市 平成29年4月

倉敷市 平成28年3月 和気町 平成29年4月

津山市 平成29年4月 早島町 平成29年4月

玉野市 平成29年4月 里庄町 平成29年4月

笠岡市 平成29年4月 矢掛町 平成29年4月

井原市 平成29年4月 新庄村 平成28年4月

総社市 平成29年4月 鏡野町 平成29年4月

高梁市 平成29年4月 勝央町 平成29年4月

新見市 平成29年4月 奈義町 平成29年4月

備前市 平成29年4月 西粟倉村 平成28年4月

瀬戸内市 平成29年4月 久米南町 平成29年4月

赤磐市 平成29年4月 美咲町 平成29年4月

真庭市 平成28年4月 吉備中央町 平成29年4月

美作市 平成29年4月

新しい介護予防・日常生活総合支援事業の導入に向けた支援（2016年度）

みんけん10年間の活動サマリー

2016年度 文責：阿部典子
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新総合事業への移行による包括ケアの仕組みづくり 
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予算シュミレーションワークのフレーム 

みんけん10年間の活動サマリー

新総合事業への移行による地域包括ケアの仕組みづくり

2017年度 文責：阿部典子
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生活支援コーディネーターに求められる役割 

みんけん10年間の活動サマリー

生活支援コーディネーターに求められる役割
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みんけん10年間の活動サマリー

災害時におけるコミュニティナースの活動

2019年度 文責：阿部典子
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2018年度 文責：十時奈々

みんけん10年間の活動サマリー
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地域資源（特産品・環境）を売るためのマッチング 

2015年度 文責：河上直美

みんけん10年間の活動サマリー

地域資源 ( 特産品・環境 ) を売るためのマッチング
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自治体における高校地域コーディネーターの意義 

みんけん10年間の活動サマリー

自治体における高校地域コーディネーターの意義

2020年度 文責：三村雅彦
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 地域おこし協力隊導入に関する支援

みんけん10年間の活動サマリー

2016年度 文責：梅谷真慈
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地域おこし協力隊ネットワーク会議の設立支援事業について 
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地 域 お こ し 協 力 隊 の ネ ッ ト ワ ー ク と 支 援 

8 20

2015年度 文責：西山基次 2017年度 文責：藤井裕也

みんけん10年間の活動サマリー

地域おこし協力隊ネットワーク会議の設立支援事業について地域おこし協力隊のネットワークと支援
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支援手法の確立と支援者の学びあいについて 

みんけん10年間の活動サマリー

支援手法の確立と支援者の学びあいについて

2020年度 文責：阿部典子
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地域運営組織と空き家の活用について
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みんけん10年間の活動サマリー

地域運営組織と空き家の活用について
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集 落 大 図 鑑 の 発 行 
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みんけん10年間の活動サマリー

集落大図鑑の発行

2015年度 文責：西山基次

2019年度 文責：沖村舞子
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みんけん10年間の活動サマリー

発行物など

集落ファシリテーター養成講座公式テキスト

2020年発行。
みんなの集落研究所がこれまで多くの地域（自治体、地域組織）で支援を行ってきたノウ
ハウをまとめてお届けする集落ファシリテーター養成講座のテキスト。入門編よりも一歩
踏み込み、地域支援全体の計画から地域での取り組みのファシリテートまでを一冊にま
とめています。地域への関わり方がわからない、行政としてどのような取り組みが必要か
わからない、という方、必見です。
※テキスト（一部）に沿ったセミナー動画の視聴付き

集落での話合いの手引き
農地の将来を考えるver

2021年発行。
中山間地域等直接支払の集落戦略の作成や人・農地プラン実質化等において、集落での
農用地に関する話合いを行う必要性が高まっており、市町村担当者向けの「集落での話
合の進め方講座(全3回)」を開催した際に作成したテキスト。農業委員・推進委員を対象
に、話合いや見える化の手法をまとめたものです。
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2014年度  まちづくり夢百笑運営協議会、赤磐市仁美地区
　　　   　吉備・陵南まちかど博物館実行委員会、岡山市吉備陵南地区
　　 　　  NPO法人スマイル・ちわ、津山市加茂町知和
　　　  　 一般社団法人上山集楽、美作市上山
2016年度  ir.bisei、井原市美星町
2017年度  梶並地区活性化推進委員会、美作市梶並
2018年度  みどりケ丘イキイキグループ、浅口市鴨方町みどりケ丘
2019年度  宇治地域まちづくり推進委員会、高梁市宇治町
2020年度  城西まちづくり協議会、津山市城西地区
2021年度  グランパ美甘、真庭市美甘地域
2022年度  飛島自治振興会、笠岡市飛島

集落大図鑑

中山間地域フォーラム編『中山間地域ハンドブック』
2022年3月、農山漁村文化協会

岡山県における「みんなの集落研究所」の取り組み
〜地域の主体形成に中間支援組織が果たす役割〜（阿部典子）
佐藤洋平東京大学名誉教授、生源寺眞一福島大学教授を始め、農村での実践的活動に
も取り組む第一線の研究者やジャーナリスト、地域リーダー、元町長など実践者がボラン
ティアで執筆。歴史・課題・データ分析に続いて、「田園回帰」「半農半X」「関係人口」
「田園文化」など36のテーマでコンパクトに解説するとともに、全国のユニークな事例、
経 験豊かな識者の刺激的な提言を盛り込んでいます。いわば中山間地 域おこしの教科
書・辞書であり、考えるヒント満載の内容になっています。（中山間地域ハンドブックのプ
レスリリースより引用）

●山陽新聞夕刊「一日一題」 2013年12月～2014年1月
　　「課題は可能性」「境界と生活」などのテーマで全8回寄稿（阿部典子）

●山陽新聞ちまた「山陽新聞を読んで」 2018年12月～2020年4月
　　「住民主体の防災対策に」「支え合いで福祉向上を」などのテーマで全11回掲載（阿部典子）

山陽新聞への連載論文・寄稿など

●「中国地方の境界に位置する中山間集落での生活機能に関する調査」（2014年3月）
　　日本NPO学会第16回年次大会で実践報告（阿部典子）

●岡山経済研究所 編『Monthly report : 東瀬戸内をつなぐ経済情報誌』（2018年7月）
　　中山間地域における集落を主軸とした地域包括ケアシステムの実現に向けて 
　　～住み慣れた地域で誰もが安心して人生の最期までできるだけ自分らしく暮らすために～（阿部典子）

●To Be Supported, or Not to Be: Images of Older People in Policy and the Reality
    in Local Communities in Japan（2019年3月）
　　Ken AOO, Noriko ABE, and Mitsunobu R. KANO

●NHK課題解決ドキュメントふるさとグングン！「みんなで描く 未来の町 ～岡山・倉敷市真備町Part２～ 」
　2019年12月8日(日)10:05～10:58(GTV)
　　企画協力及びグングンサポーターとして出演（阿部典子）

●（公財）岡山県市町村振興協会『おかやまの自主防災リーダー＆地域のみなさまのための防災ヒント集』
　（2020年3月）
　　岡山県内自治体職員の研究チーム「防災意識向上研究会」と企画し、地域で参考になる日頃の工夫事例を整理（阿部典子）

●『「スマイル・ちわ」設立10周年記念誌』（2022年11月）
　　10周年を祝うメッセージを寄稿（阿部典子、三村雅彦）

引用

●南博・稲葉雅紀『SDGs-危機の時代の羅針盤』(2020年11月、岩波新書) 
　　第3章 地域の持続可能性を見据えて
　　「浅口市みどりケ丘イキイキグループのSDGsに関わる取り組みについて」（石原達也）

みんけんオンラインSHOP
https://npominken.stores.jp

発行物などを
販売しています！
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#地域資源活用
#10周年記念誌編集
#岡山広告業界の伝説

嘱託調査員

諏訪 岳憲
#集落大図鑑
#10周年記念誌編集
#元カフェ店員

矢萩 佑太
#看護師
#災害支援
#阿部のおさがりを
  着こなす

永田 愛

調査員調査員

#生活支援  #大学生  #庁内連携
#新婚(・∀・)

小野 賢也

研究員／県南事務所所長代理

三村 雅彦

研究員／県北事務所所長代理

#高校地域コーディネーター  #地域防災
#空き家  #新婚(・∀・)

#岡山NPOセンター
#災害支援ネットワークおかやま
#北長瀬エリアマネジメント
#資金調達　#制度設計
#DX　#親バカ宣言

代表執行役

執行役 執行役 執行役 執行役 執行役 執行役
執行役兼

首席研究員

#総社市　
#学塾誠和学舎
#ON-DO
#総社商店街筋の
   古民家を活用する会
#地域教育活動
#総社を5日間以上
   離れたことがない男

高山 和成
#笠岡市飛島
#集落支援員
#ガーディアン
   プロジェクト
#飛島学園
#若者の地域参画
#魚突き塾講師

日置 幸
#浅口市
#元地域おこし協力隊
#地域コーディネーター
#空き家
#生活支援
#助け合い交通
#ロケ地の女将

沖村 舞子
#技術士
（都市及び地方計画）
#二級建築士 
#一級造園施工管理技士 
#福祉住環境コーディ
　ネーター2級
#空き家
#農村RMO
#カレー350辛の舌

阿部 典子

石原 達也

#美作市上山
#元地域おこし協力隊
#棚田再生
#孫プロジェクト
#生活支援
#助け合い交通
#ずっとみんなの孫

水柿 大地
#全国
#元地域おこし協力隊
#山村エンタープライズ
#みんなでつくる財団
   おかやま
#地域おこし協力隊支援
#元桃太郎少年合唱団

藤井 裕也
#美作市上山
#元地域おこし協力隊
#棚田再生  #獣害対策
#革クラフト
#エネルギー  #農泊
#継業
#鹿で稼ぐ奈良人

梅谷 真慈

#うまいもん商店街
#農地農村
#21世紀少女

岸部 麻由

調査員

#うまいもん商店街
#会計事務
#野草茶

下山田 桂

事務員

みんけんスタッフ紹介 設立１０周年に寄せて
日頃お世話になっている方々から暖かいメッセージを頂きました。ありがとうございました。

●みんけんさんのおかげで、町の指定する小規模多機能自治に
も認定されました。ひとりでやろうと思ったときはすごく心配でした
が、今やれるんじゃないかという気持ちになっています。倭文西（し
とりにし）から応援しています。
美咲町倭文西まちづくり協議会 森岡洋省
●10周年おめでとうございます。これから地域に寄り添って、ます
ますのご活躍を祈念しております。岡山県備前県民局 平田英之
●中山間地域に寄り添い種と水を撒き十年、おめでとうござい
ます。北和気コミュニティ推進協議会
●地に足のついた研究所が岡山に10年間あることがとても地域
の安心につながっていると思います。西粟倉の「むらまるごと研究
所」とも連携できれば嬉しいです。今後ともよろしくお願いし
ます。猪田有弥
●10年は節目であり、次の10年の始まりでもありますね。
岡山紀念病院 コバヤシコウイチロウ
●もっともっと岡山を元気にしていきましょう！！
株式会社ニッカリ 杉本 宏
●10周年おめでとうございます。みん研の役割はますます重要で
さまざまな分野で求められています。これからも地域の端っこ
で、ともに頑張って行きましょう。吉備人出版 山川隆之
●10周年おめでとうございます。自治協議会の時から大変お世話に
なってます。これからもご指導よろしくお願いします。
高倉地域づくりの会 よしおみ
●おめでとうございます！これからも地域と共に！

（一社）農山漁村文化協会中国四国支部 原田順子
●10周年おめでとうございます。今後ともよろしくお願いします。
美咲町
●10周年おめでとうございます。これからの活動の進化に期待
しております。鳥取大学地域学部 教授 多田憲一郎
●いつもみんけんさんの俯瞰的かつ長期的な視点をもった
活動を尊敬しています。お互い住む場所や仕事の内容は違いま
すけども、役割分担で一緒に頑張っていきましょう。
株式会社いち 河上直美
●10周年記念、誠におめでとうございます。益々のご発展を
祈念しています。岡山大学 三村聡
●いろんな活動ができにくかったここ数年、ご苦労されたかと
思いますが、今後の発展を祈念しております。
岡山コープ 平田昌三
●おめでとうございます。これからも、ご指導お願いします。
コンシーデレ山手 イケダ
●10周年おめでとー！県主（あがたぬし）さいこー！
井原市県主の皆さんと大学生
●10周年おめでとうございます。広く深く粘り強く地域を紐解く
活動いつもありがとうございます！スギカフン さだっち
●10周年、おめでとうございます!今後とも地域の活性化のため
御活躍を祈念しています。
岡山県美作県民局健康福祉課 ユースケ

●10周年おめでとうございます！みん研さんにお会いできた
こと、一緒にお仕事出来てとても幸運で楽しいです。
笠岡市 こみい
●祝10周年！素晴らしい！次の10年も活躍を期待しています！
株式会社オーザック 西山基次
●犬島をはじめとする地域活性化へのご尽力に感謝申し上げ
ます。岡山市議会議員 竹ノ内則夫
●設立10周年誠におめでとうございます。集落の未来に向けて
ますますのご発展をお祈りいたします。
ひがしもと＠赤磐市社協
●地方活性化のため、益々のご活躍を祈念いたします。
岡山県議会議員 本山絋司
●創立10周年記念を心からお祝い申しあげますとともに、今後
さらに大きく飛躍されますよう祈念いたします。
磯上ふれあい福祉会 会長 盛恒一
●第10期記念行事開催おめでとうございます。これからの活動
も期待しています。豊田地区自治振興協議会美作の地区づくり
●みんなの集落研究所10周年おめでとうございます。
須田悦子
●多年にわたり協力をいただきありがとうございます。少しずつ
地区に元気が出てきています。これからもよろしく！！
邑久地区コミュニティ協議会 やっさん
●いつも役立つ企画をありがとうございます。これからの10年
にも大いに期待しています。雲南市 板持周治
●もう10年と思うと同時にまだ10年とも思いました。それぐら
い中身の濃い取り組みをされてきたのですね。ますますのご活
躍を！ご盛会を祈念しています。岡山大学 藤井和佐
●10期の節目を迎えられたとのことで、大変おめでとうござい
ます。今後、地域がそれぞれに輝くために、引き続き指南役とし
ての活躍を期待しています。岡山県農村振興課 佐藤明宏

うまいもん商店街高校生実行委員会メンバーからも、お礼と
お祝いのメッセージをいただきました。
●うまいもん商店街を通してたくさん地域の方と交流でき、学
校の枠を越えた仲間がたくさんできました。とても楽しかった
です。
●コロナで全くやってこれなかった、協力することの楽しさやみ
んなをまとめていく難しさを身に染みて感じることができまし
た。この企画に取り組んで良かったと思います。本当にありがと
うございました。
●わたしは将来、岡山県北地域で働きたいと思っています。
今回のうまいもん商店街を通して地域の魅力や特徴を知り課
題も知れたので、県北地域に戻りその課題を研究したいと思い
ます。
●将来、みんなの集落研究所に入社するのでお願いします。
●みんなの集落研究所10周年おめでとうございます！

69 70

県南事務所 県北事務所


	0_表紙-裏表紙_0623
	1-1_目次-挨拶_0623
	2_対談1-佐藤石原_0623
	2_対談2-深尾石原小野_0623
	2_対談3-久常三村_0607
	10-13_年表_0615
	14-15_数字で見る10年_0621
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